
 

１．地区概要 

 

項目 概要 

地区名 保健医療福祉拠点周辺地区 

面積 71.3ha 

計画期間 H30～R5 

交付期間 H30～R5 

主な事業 

道路 

地域生活基盤施設（自由通路等整備等） 

高質空間形成施設（歩行空間整備等） 

誘導施設（新病院整備事業）     等 

交付対象

事業費 
11,381.3 百万円 

交付額 5,670.0 百万円 

 

２．まちづくりの課題と目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．目標を定量化する指標（数値目標）と達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．実施過程の評価 

≪持続的なまちづくり体制の構築≫ 

アダプトプログラム登録団体と連携し、本計画区域内での公共施設の清掃活動等、まちの維持管理活

動への住民参加の促進を図った。 

都市再生整備計画 
(保健医療福祉拠点周辺地区) 

事後評価 概要 

 

本地区を、今後の超高齢社会に対応した「医職住」が整った市街地である「保健医療福祉拠
点」として再構築するための課題は以下のとおりである。 
 

 ●知多半島医療圏北西部における中核病院としての役割を果たすために、病院の早期完成

が必要である。 
 

 ●「医職住」が整った市街地の形成により、高齢者をはじめだれもが住みやすい生活サービ

ス施設（病院等）の維持・充実等を図る必要がある。 
 

 ●令和5年度の名古屋鉄道新駅の供用開始に向けて早期に新駅周辺の基盤を整備し、新駅
の供用開始と同時に都市基盤の整った環境整備が必要である。 

 

《全ての世代が安心安全で快適に暮らせるまちの実現》 

●身近に高度な医療が受けられ通勤に便利な「医職住」が整った市街地の形成 

●誰もが住みやすい生活サービス施設の充実 

●市街地における公共交通の機能強化 

まちづくりの目標 

保健医療福祉拠点 
周辺地区 

まちづくりの課題 

1 

 
指標１：健康寿命(歳) 

新病院、新駅周辺の都市基盤の整備効果を健康寿命で評

価する。 

≪効果発現要因（総合所見）≫ 
市民が身近に高度な医療を受けられる環境が整ったことから健康寿命の延伸に寄与したと考えられ

る。 

 

指標２：アダプトプログラム登録数(団体) 
新病院、新駅周辺の都市基盤の整備効果を、保健医療福

祉拠点周辺におけるアダプトプログラムの登録数で評価す

る。 

≪効果発現要因（総合所見）≫ 
道路や新駅周辺などの市民にとって身近な公共空間の整備が進捗したことで、市民によるまちの愛

着が深まるとともに美化活動への参加意欲が向上したと予測され、アダプトプログラムの登録数の増
加に寄与したと考えられる。 

 
その他指標１：住環境が整備され快適な生活が確

保されていると思う人の割合(％) 
指標３「地区内人口」を補完する指標。 

≪効果発現要因（総合所見）≫ 
新駅の加木屋中ノ池駅及び周辺の整備が進む中で、新病院整備事業により良好な住環境の向上が図

られており、快適な住環境が確保されていると思う人の割合の増加に寄与したと考えられる。 

 

≪効果発現要因（総合所見）≫ 
事業は進捗したものの、新駅の加木屋中ノ池駅の令和 6 年 3 月の供用開始が一部であることや区画

整理の使用収益が開始していないことから、地区内人口の増加に至らなかった。今後、まちの基盤整
備が完了した際には住環境の快適性が向上し、住宅需要の高まりが予想されることから地区内人口の
増加が期待できる。 

指標３：地区内人口(人) 
新病院、新駅周辺の都市基盤整備の効果を、保健医療福

祉拠点周辺における居住人口の度合いで評価する。 

従前値(H27) 男性：79.45歳/女性：82.69歳 

目標値(R5) 男性：79.93歳/女性：83.84歳 

評価値(R5) 男性：80.41歳/女性：84.62歳（○） 

従前値(H29) 25団体 

目標値(R5) 35団体 

評価値(R5) 35団体（〇） 

従前値(H28) 3,035人 

目標値(R5) 3,100人 

評価値(R5) ２,907人（×） 

従前値(H28) 59.0％ 

評価値(R5) 69.1％ 

 

資料１ 
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５．今後のまちづくりの方策（改善策を含む） 

《 効 果 を 持 続 さ せ る た め に 行 う 方 策 》  

○身近に高度な医療サービスが受けられる市街地の形成：新駅の加木屋中ノ池駅や病院周辺の都市基盤整備を進めることで、病院へのアクセス性を高め、身近に医療サービスを 

受けられる環境を向上させる。 

○生活サービス施設の充実による住みやすい市街地の形成：生活サービス施設の立地を促すなどにより、維持・充実を図ることで住みやすい市街地の創出を図る。 

○新駅の加木屋中ノ池駅及び駅周辺の整備による公共交通の機能強化：新駅の加木屋中ノ池駅の利便性向上及び駅周辺の機能向上を図ることで公共交通の機能強化を図る。 

 

《 改 善 策 》  

○生活・通勤に便利で住みやすい「医職住」が整った新市街地の形成：駅周辺の都市基盤施設等を整備することにより、身近に便利な医療サービスが受けられる「医職住」が整った 

市街地の形成を図る。 

○誰もが利用しやすい生活サービス施設の維持・充実：様々な世代の住民が利用可能な生活サービス施設の維持・充実を図る。 

○市街地における公共交通の機能強化：駅前広場や駅へのアクセス道路等を整備することにより、駅へのアクセス性や利便性を高める交通結節点としての機能強化など、既存市街地の 

公共交通機能の強化を図る。 

 

保健医療福祉拠点周辺地区 成果概要図 

 

  
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  

整備前

整備前 整備後 
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       基幹事業 

       提案事業 

       関連事業 

凡  例 

: 都市再生整備計画の区域 

: 都市機能誘導区域 

: 居住誘導区域 

○関連事業 
・鉄道施設整備（駅舎、ホーム等） 
・鉄道施設整備（システム改修等） 
・公共通路整備（自由通路） 

■基幹事業：道路（限度額立体） 
  養父森岡線 

□提案事業：事業活用調査 
  まちづくり評価分析事業 

■基幹事業：地域生活基盤施設 
自由通路等整備 

■基幹事業：地域生活基盤施設 
調整池整備 

■基幹事業：高質空間形成施設 
歩行空間整備（駅ｱｸｾｽ歩行者通路 等） 

■基幹事業：誘導施設 
  新病院整備事業 

○関連事業 
養父森岡線整備事業（限度額立体） 

○関連事業 
・社会資本整備総合交付金事業効果分析 

■基幹事業：高質空間形成施設 
北口整備（舗装、シェルター） 

■基幹事業：地域生活基盤施設   
  情報板 

■基幹事業：地域生活基盤施設   
 自転車駐車場 

■基幹事業：道路 
唐畑７号線始め３路線 

■基幹事業：土地区画整理事業 
東海加木屋中部土地区画整理事業 

新病院整備事業 

調整池整備 
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＜参考 指標データの推移＞ 
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指標２：アダプトプログラム登録数(団体) 

評価値は東海市保有のデータによる実績値。 
 

従 前 値（H29）：25団体 

目 標 値（R５）：35団体 

評 価 値（R５）：35団体【○】 
 

目標達成度【○】の理由： 

アダプトプログラム登録数は平成29年度に25団体であったが、令

和５年度は35団体と増加傾向であり、目標値に達していることから

〇とした。 
 
 
 

指標３：地区内人口(人) 

計画区域内における人口を令和5年4月1日時点の人口（住民ポイントデ

ータ）により算出。 
 

従前値（H28.4(H27末)）：3,035人 

目 標 値（R５）：3,100人 

評 価 値（R５）：2,907人【×】 
 

目標達成度【×】の理由： 

地区内人口は平成28年度は3,035人であったが、令和5年度には

2,907人と減少傾向であり、目標値を下回っていることから×とし

た。 
 
 

 

指標１：健康寿命(歳) 

評価値は東海市保有のデータによる実績値。 
 

従 前 値（H27）：男性：79.45歳 女性：82.69歳 

目 標 値（R５）：男性：79.93歳 女性：83.84歳 

評 価 値（R５）：男性：80.41歳 女性：84.62歳【○】 
 

目標達成度【○】の理由： 

女性の健康寿命は平成27年度に82.69歳であったが、令和５年度の

評価値は84.62歳と増加傾向であり、目標値に達していることから〇

とした。 

男性の健康寿命は令和３年度を除き平成27年度から令和４年度ま

で増加傾向であり、目標値に達していることから〇とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他指標１：住環境が整備され快適な生活が確保されてい
ると思う人の割合(％) 

「市民生活の現状についてのアンケート」における、住環境が整備され

快適な生活が確保されていると思う人の割合」を集計。 
 

従 前 値（H28）：59.0％ 

評 価 値（R５）：69.1％ 
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業

道
路

（
唐

畑
7
号

線
始

め
3
路

線
）

道
路

（
限

度
額

立
体

) 
(養

父
森

岡
線

)
地

域
生

活
基

盤
施

設
(人

工
地

盤
等

）
（
自

由
通

路
等

整
備

）
地

域
生

活
基

盤
施

設
(地

域
防

災
施

設
）
（
調

整
池

整
備

）
地

域
生

活
基

盤
施

設
(自

転
車

駐
車

場
）
（
駅

北
口

）
地

域
生

活
基

盤
施

設
(情

報
板

）
（
駅

北
口

）
高

質
空

間
形

成
施

設
（
舗

装
）
（
駅

北
口

）
高

質
空

間
形

成
施

設
（
シ

ェ
ル

タ
ー

）
（
駅

北
口

）
土

地
区

画
整

理
事

業
（
東

海
加

木
屋

中
部

土
地

区
画

整
理

事
業

）

【
道

路
（
唐

畑
7
号

線
始

め
3
路

線
）
】
市

道
認

定
を

行
い

、
新

た
に

交
付

対
象

事
業

に
見

込
ま

れ
る

た
め

追
加

【
道

路
(限

度
額

立
体

)】
計

画
区

域
の

変
更

に
伴

い
、

事
業

の
位

置
づ

け
を

変
更

【
地

域
生

活
基

盤
施

設
(人

工
地

盤
等

)】
公

立
西

知
多

総
合

病
院

か
ら

新
駅

ま
で

を
整

備
す

る
区

間
の

一
部

で
あ

る
た

め
追

加
【
地

域
生

活
基

盤
施

設
(地

域
防

災
施

設
)】

計
画

区
域

の
変

更
に

伴
い

、
社

会
資

本
総

合
整

備
計

画
の

効
果

促
進

事
業

を
、

都
市

再
生

整
備

計
画

の
事

業
に

変
更

【
地

域
生

活
基

盤
施

設
(自

転
車

駐
車

場
）
】
駅

前
広

場
の

計
画

が
確

定
し

た
た

め
追

加
【
地

域
生

活
基

盤
施

設
(情

報
板

）
（
舗

装
）
（
シ

ェ
ル

タ
ー

）
】
駅

前
広

場
の

計
画

が
確

定
し

た
た

め
追

加
【
土

地
区

画
整

理
事

業
（
東

海
加

木
屋

中
部

土
地

区
画

整
理

事
業

）
】
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

に
位

置
付

け
ら

れ
た

「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
及

び
立

地
適

正
化

計
画

に
位

置
付

け
ら

れ
た

保
健

医
療

福
祉

拠
点

都
市

機
能

誘
導

区
域

の
誘

導
施

設
で

あ
る

商
業

施
設

の
誘

導
を

土
地

区
画

整
理

事
業

に
よ

り
実

現
を

図
る

た
め

追
加

特
に

な
し

事
業

活
用

調
査

(ま
ち

づ
く
り

評
価

分
析

事
業

)
従

前
よ

り
ま

ち
づ

く
り

の
評

価
を

適
切

に
実

施
し

て
い

く
た

め
。

特
に

な
し

指
標

1
健

康
寿

命
歳

男
性

：
7
9.

4
5

女
性

：
8
2.

6
9

H
2
7

男
性

：
7
9.

9
3

女
性

：
8
3.

8
4

交
付

期
間

の
変

更

平
成

3
0
年

度
　

～
　

平
成

3
4
年

度
交

付
期

間
の

変
更

に
よ

る
事

業
、

指
標

、
数

値
目

標
へ

の
影

響

R
5

-
男

性
：
8
0.

4
1

女
性

：
8
4.

6
2

当
初

計
画

か
ら

削
除

し
た

事
業

―
―

―

―
―

―

国
費

率

 １
）
事

業
の

実
施

状
況

当
初

計
画

に
位

置
づ

け
、

実
施

し
た

事
業

事
業

名

道
路

（
唐

畑
7
号

線
始

め
2
路

線
）
、

高
質

空
間

形
成

施
設

（
緑

化
施

設
等

）
（
歩

行
者

空
間

整
備

（
駅

ア
ク

セ
ス

歩
行

者
道

路
等

）
）
、

中
心

拠
点

誘
導

施
設

（
新

病
院

整
備

事
業

）

―

事
業

名
削

除
/
追

加
の

理
由

削
除

/
追

加
に

よ
る

目
標

、
指

標
、

数
値

目
標

へ
の

影
響

事
業

期
間

変
更

の
た

め
、

指
標

へ
の

影
響

は
な

い
。

平
成

3
0
年

度
　

～
　

令
和

5
年

度

愛
知

県
市

町
村

名
東

海
市

地
区

名
保

健
医

療
福

祉
拠

点
周

辺
地

区

平
成

3
0年

度
　

～
　

令
和

5
年

度
事

後
評

価
実

施
時

期
令

和
5
年

度
交

付
対

象
事

業
費

1
1,

3
8
1.

3
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地
区

の
概

要

歳
男

性
：
7
9
.4

5
女

性
：
8
2
.6

9
H

2
7

男
性

：
7
9
.9

3
女

性
：
8
3
.8

4
R

5
男

性
：
8
0
.4

1
女

性
：
8
4
.6

2
R

5

団
体

2
5

H
2
9

3
5

R
5

3
5

R
5

人
3
,0

3
5

H
2
8

3
,1

0
0

R
5

2
,9

0
7

R
5

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

の
方

策
（
改

善
策

を
含

む
）

【
効

果
を

持
続

さ
せ

る
た

め
に

行
う

方
策

】
「
新

駅
の

加
木

屋
中

ノ
池

駅
や

病
院

周
辺

の
都

市
基

盤
整

備
を

進
め

る
こ

と
で

、
病

院
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

を
高

め
、

身
近

に
医

療
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

ら
れ

る
環

境
を

向
上

さ
せ

る
。

」
「
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

立
地

を
促

す
な

ど
に

よ
り

、
維

持
・
充

実
を

図
る

こ
と

で
住

み
や

す
い

市
街

地
の

創
出

を
図

る
。

」
「
新

駅
の

加
木

屋
中

ノ
池

駅
の

利
便

性
向

上
及

び
駅

周
辺

の
機

能
向

上
を

図
る

こ
と

で
公

共
交

通
の

機
能

強
化

を
図

る
。

」

【
改

善
策

】
「
駅

周
辺

の
都

市
基

盤
施

設
等

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
身

近
に

便
利

な
医

療
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

ら
れ

る
「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
を

図
る

。
」

「
様

々
な

世
代

の
住

民
が

利
用

可
能

な
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

維
持

・
充

実
を

図
る

。
」

「
駅

前
広

場
や

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
等

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
や

利
便

性
を

高
め

る
交

通
結

節
点

と
し

て
の

機
能

強
化

な
ど

、
既

存
市

街
地

の
公

共
交

通
機

能
の

強
化

を
図

る
。

」

目
標

　
全

て
の

世
代

が
安

心
安

全
で

快
適

に
暮

ら
せ

る
ま

ち
の

実
現

　
　

　
　

・
身

近
に

高
度

な
医

療
が

受
け

ら
れ

通
勤

に
便

利
な

「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
　

　
　

　
・
誰

も
が

住
み

や
す

い
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

充
実

　
　

　
　

・
市

街
地

に
お

け
る

公
共

交
通

の
機

能
強

化

健
康

寿
命

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
登

録
数

地
区

内
人

口

ま
ち

の
課

題
の

変
化

【
達

成
さ

れ
た

こ
と

】
「
新

病
院

整
備

事
業

に
よ

り
身

近
に

医
療

サ
ー

ビ
ス

が
整

っ
た

市
街

地
形

成
が

図
ら

れ
て

い
る

。
」

「
新

病
院

整
備

事
業

に
よ

り
、

生
活

サ
ー

ビ
ス

施
設

が
充

実
し

、
誰

も
が

住
み

や
す

い
環

境
が

形
成

さ
れ

て
い

る
。

」
「
新

駅
の

加
木

屋
中

ノ
池

駅
や

駅
周

辺
整

備
の

進
捗

が
図

ら
れ

て
い

る
。

」

【
残

さ
れ

た
未

解
決

の
課

題
】

「
新

病
院

整
備

事
業

に
よ

り
医

療
制

度
の

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
が

図
ら

れ
た

も
の

の
、

職
と

住
の

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
が

進
ん

で
い

な
い

た
め

、
駅

及
び

周
辺

の
未

整
備

箇
所

の
整

備
を

進
め

、
駅

の
拠

点
性

を
高

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
」

「
新

駅
の

加
木

屋
中

ノ
池

駅
の

整
備

が
実

施
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

周
辺

市
街

地
の

整
備

が
十

分
に

進
ん

で
い

な
い

た
め

、
都

市
基

盤
等

の
整

備
に

よ
り

、
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

立
地

を
促

進
し

、
誰

も
が

住
み

や
す

い
市

街
地

の
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

」
「
新

駅
の

加
木

屋
中

ノ
池

駅
や

駅
前

広
場

な
ど

の
整

備
を

進
め

る
こ

と
で

、
公

共
交

通
の

機
能

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
」

保
健

医
療

福
祉

拠
点

周
辺

地
区

（
愛

知
県

東
海

市
）
　

都
市

再
生

整
備

計
画

事
業

の
成

果
概

要

ま
ち

づ
く
り

の
目

標
目

標
を

定
量

化
す

る
指

標
従

前
値

目
標

値
評

価
値

新
病

院
整

備
事
業

調
整

池
整
備

○
関

連
事

業
・
鉄

道
施

設
整

備
（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）
・
鉄

道
施

設
整

備
（
シ

ス
テ

ム
改

修
等

）
・
公

共
通

路
整

備
（
自

由
通

路
）

■
基

幹
事

業
：
道

路
（
限

度
額

立
体

）
養

父
森

岡
線

□
提

案
事

業
：
事

業
活

用
調

査
ま

ち
づ

く
り

評
価

分
析

事
業

■
基

幹
事

業
：
地

域
生

活
基

盤
施

設
自

由
通

路
等

整
備

■
基

幹
事

業
：
地

域
生

活
基

盤
施

設
調

整
池

整
備

■
基

幹
事

業
：
高

質
空

間
形

成
施

設
歩

行
空

間
整

備
（
駅

ｱ
ｸ
ｾ

ｽ
歩

行
者

通
路

等
）

■
基

幹
事

業
：
誘

導
施

設
新

病
院

整
備

事
業

○
関

連
事

業
養

父
森

岡
線

整
備

事
業

（
限

度
額

立
体

）

○
関

連
事

業
・社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

事
業

効
果

分
析

■
基

幹
事

業
：
高

質
空

間
形

成
施

設
北

口
整

備
（
舗

装
、

シ
ェ

ル
タ

ー
）

■
基

幹
事

業
：
地

域
生

活
基

盤
施

設
情

報
板

■
基

幹
事

業
：地

域
生

活
基

盤
施

設
自

転
車

駐
車

場

■
基

幹
事

業
：
道

路
唐

畑
７

号
線

始
め

３
路

線

■
基

幹
事

業
：
土

地
区

画
整

理
事

業
東

海
加

木
屋

中
部

土
地

区
画

整
理

事
業

凡
例 提

案
事

業

基
幹

事
業

関
連

事
業

:
都

市
再

生
整

備
計

画
の

区
域

:
都

市
機

能
誘

導
区

域

:
居

住
誘

導
区

域

6



（
１

）
成

果
の

評
価

　
　
添

付
様

式
１
－

①
　
都

市
再

生
整

備
計

画
に
記

載
し
た
目

標
の
変

更
の
有

無

　
　
添

付
様

式
１
－

②
　
都

市
再

生
整

備
計

画
に
記

載
し
た
事

業
の
実

施
状

況
（
事

業
の
追

加
・
削

除
を
含

む
）

　
　
添

付
様

式
２
－

①
　
都

市
再

生
整

備
計

画
に
記

載
し
た
数

値
目

標
の
達

成
状

況

　
　
添

付
様

式
２
－

②
　
そ
の
他

の
数

値
指

標
（
当

初
設

定
し
た
数

値
目

標
以

外
の
指

標
）
に
よ
る
効

果
発

現
の
計

測

　
　
添

付
様

式
２
－

参
考

記
述

　
定

量
的

に
表

現
で
き
な
い
定

性
的

な
効

果
発

現
状

況

（
２

）
実

施
過

程
の

評
価

　
　
添

付
様

式
３
－

①
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

施
状

況

　
　
添

付
様

式
３
－

②
　
官

民
連

携
に
よ
る
取

組
み

の
実

施
状

況

　
　
添

付
様

式
３
－

③
　
持

続
的

な
ま
ち
づ

く
り
体

制
の
構

築
状

況

（
３

）
効

果
発

現
要

因
の

整
理

　
　
添

付
様

式
４
－

①
　
効

果
発

現
要

因
の
整

理
に
か
か
る
検

討
体

制

　
　
添

付
様

式
４
－

②
　
数

値
目

標
を
達

成
し
た
指

標
に
か
か
る
効

果
発

現
要

因
の
整

理

　
　
添

付
様

式
４
－

③
　
数

値
目

標
を
達

成
で
き
な
か
っ
た
指

標
に
か
か
る
効

果
発

現
要

因
の
整

理

（
４

）
今

後
の

ま
ち

づ
く
り

方
策

の
作

成
　
　
添

付
様

式
５
－

①
　
今

後
の
ま
ち
づ

く
り
方

策
に
か
か
る
検

討
体

制

　
　
添

付
様

式
５
－

②
　
ま
ち
の
課

題
の
変

化

　
　
添

付
様

式
５
－

③
　
今

後
の
ま
ち
づ

く
り
方

策

　
　
添

付
様

式
５
－

参
考

記
述

　
今

後
の
ま
ち
づ

く
り
方

策
に
関

す
る
そ
の
他

の
意

見

　
　
添

付
様

式
５
－

④
　
目

標
を
定

量
化

す
る
指

標
に
か
か
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
計

画

　
　
添

付
様

式
６
　
当

該
地

区
の
ま
ち
づ

く
り
経

験
の
次

期
計

画
や

他
地

区
へ

の
活

か
し
方

　
　
添

付
様

式
６
－

参
考

記
述

　
今

後
、
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
の
活

用
予

定
、
又

は
事

後
評

価
を
予

定
し
て
い
る
地

区
の
名

称
（
当

該
地

区
の
次

期
計

画
も
含

む
）

（
５

）
事

後
評

価
原

案
の

公
表

　
　
添

付
様

式
７
　
　
事

後
評

価
原

案
の
公

表

（
６

）
評

価
委

員
会

の
審

議
　
　
添

付
様

式
８
　
　
評

価
委

員
会

の
審

議

都
市

再
生

整
備

計
画

　
事

後
評

価
シ

ー
ト

（
添

付
書

類
）
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添
付

様
式

１
－

①
　

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

た
目

標
の

変
更

の
有

無

あ
り

な
し

● ●

● ● ● ● ●

添
付

様
式

１
－

②
　

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

た
事

業
の

実
施

状
況

（
事

業
の

追
加

・
削

除
を

含
む

）

事
業

費
事

業
費

完
成

完
成

見
込

み

道
路

5
5
7
.4

8
3
5
.1

事
業

の
追

加
（
第

1
回

変
更

）
事

業
費

の
増

額
（
第

1
回

変
更

）
事

業
費

の
減

額
（
第

2
回

変
更

）
事

業
費

の
増

額
（
第

3
回

変
更

）
事

業
費

の
減

額
（
第

4
回

変
更

）

Ｒ
6
年

度
完

了
見

込

道
路

（
限

度
額

立
体

）
―

6
,6

6
6
.4

事
業

の
追

加
（
第

2
回

変
更

）
事

業
費

の
増

額
（
第

3
回

変
更

）
事

業
費

の
増

額
（
第

4
回

変
更

）

Ｒ
6
年

度
完

了
見

込

事
業

内
容

唐
畑

7
号

線
始

め
3
路

線
L
=
1
2
5
m

、
2
箇

所
L
=
2
2
8
m

、
2
箇

所

関
連

事
業

に
位

置
付

け
の

あ
る

事
業

の
追

加
及

び
事

業
費

の
精

査
の

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

指
標

へ
の

影
響

は
な

い
。

(第
1
回

)
事

業
の

追
加

及
び

事
業

費
の

精
査

の
み

で
あ

る
た

め
、

指
標

へ
の

影
響

は
な

い
。

（
第

1
回

）
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
は

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

2
回

）
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

3
回

）
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

4
回

）

養
父

森
岡

線
―

L
=
2
5
0
m

関
連

事
業

に
位

置
付

け
の

あ
る

事
業

の
追

加
で

あ
る

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

2
回

）
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

3
回

）
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

4
回

）

基
幹

事
業 事
業

当
初

計
画

最
終

変
更

計
画

当
初

計
画

か
ら

の
変

更
の

概
要

 ※
1

（
事

業
の

削
除

・
追

加
を

含
む

）

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

た
ま

ち
づ

く
り

目
標

、
目

標
を

定
量

化
す

る
指

標
、

数
値

目
標

等
へ

の
影

響

事
後

評
価

時
の

完
成

状
況

事
業

箇
所

名
事

業
内

容

Ｄ
．

そ
の

他
（
　

面
積

　
）

4
5
.3

h
a

7
1
.3

h
a

令
和

2
年

3
月

に
立

地
適

正
化

計
画

の
居

住
誘

導
区

域
・
都

市
機

能
誘

導
区

域
を

変
更

し
た

た
め

、
周

辺
の

区
域

と
合

わ
せ

て
区

域
の

変
更

を
行

っ
た

。
（
第

2
回

）

Ｄ
．

そ
の

他
（
　

計
画

期
間

・
交

付
期

間
の

変
更

　
）

平
成

3
0
年

度
　

～
　

平
成

3
4
年

度
平

成
3
0
年

度
　

～
　

令
和

4
年

度
平

成
か

ら
令

和
に

表
記

を
変

更
し

た
。

（
第

1
回

）

平
成

3
0
年

度
　

～
　

令
和

4
年

度
平

成
3
0
年

度
　

～
　

令
和

5
年

度
ま

ち
づ

く
り

の
効

果
を

最
大

限
に

図
る

た
め

に
は

、
新

駅
の

開
業

が
不

可
欠

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

開
業

目
標

と
し

て
い

る
R

5
ま

で
の

期
間

を
交

付
対

象
期

間
と

し
て

変
更

す
る

も
の

。
(第

3
回

)

（
１

）
 成

果
の

評
価

変
更

変
更

前
変

更
後

変
更

理
由

Ｃ
．

目
標

値

指
標

３
　

地
区

内
人

口
従

前
値

：
4
,3

2
4
人

（
H

2
8
）

指
標

３
　

地
区

内
人

口
従

前
値

：
3
,0

3
5
人

（
H

2
8
）

区
域

の
変

更
に

伴
い

、
平

成
2
9
年

当
時

の
住

民
基

本
台

帳
ベ

ー
ス

に
人

口
集

計
を

行
い

、
従

前
値

の
修

正
を

行
っ

た
。

（
第

2
回

）

指
標

３
　

地
区

内
人

口
目

標
値

：
4
,4

0
0
人

（
H

3
4
）

指
標

３
　

地
区

内
人

口
目

標
値

：
3
,1

0
0
人

（
R

4
）

区
域

の
変

更
に

伴
い

、
目

標
年

度
の

令
和

4
年

度
ベ

ー
ス

に
、

目
標

値
の

修
正

を
行

っ
た

。
（
第

2
回

）

Ａ
．

ま
ち

づ
く
り

の
目

標
-

-
-

Ｂ
．

目
標

を
定

量
化

す
る

指
標

-
-

-
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地
域

生
活

基
盤

施
設

(人
工

地
盤

等
）

―
1
,7

5
5
.4

事
業

の
追

加
（
第

1
回

変
更

）
事

業
期

間
の

表
記

変
更

（
第

2
回

変
更

）
事

業
費

の
増

額
（
第

3
回

変
更

）
事

業
費

の
減

額
（
第

4
回

変
更

）

●

地
域

生
活

基
盤

施
設

(地
域

防
災

施
設

）
―

4
2
0
.9

事
業

の
追

加
（
第

2
回

変
更

）
事

業
費

の
減

額
（
第

4
回

変
更

）
●

地
域

生
活

基
盤

施
設

(自
転

車
駐

車
場

）
―

1
8
.0

事
業

の
追

加
（
第

3
回

変
更

）
事

業
費

の
増

額
（
第

4
回

変
更

）
●

地
域

生
活

基
盤

施
設

(情
報

板
）

―
5
.0

事
業

の
追

加
（
第

3
回

変
更

）
事

業
費

の
増

額
（
第

4
回

変
更

）
●

高
質

空
間

形
成

施
設

（
緑

化
施

設
等

）
8
4
6
.8

9
5
4
.6

事
業

費
の

減
額

（
第

1
回

変
更

）
事

業
費

の
増

額
（
第

3
回

変
更

）
事

業
費

の
減

額
（
第

4
回

変
更

）

Ｒ
6
年

度
完

了
見

込

高
質

空
間

形
成

施
設

（
舗

装
）

―
8
.0

事
業

の
追

加
（
第

3
回

変
更

）
事

業
費

の
減

額
（
第

4
回

変
更

）
●

高
質

空
間

形
成

施
設

（
シ

ェ
ル

タ
ー

）
―

1
0
5
.0

事
業

の
追

加
（
第

3
回

変
更

）
事

業
費

の
増

額
（
第

4
回

変
更

）
●

誘
導

施
設

（
医

療
施

設
）

1
0
0
.0

9
4
.0

事
業

費
の

減
額

（
第

1
回

変
更

）
事

業
名

称
の

変
更

（
第

2
回

変
更

）
●

土
地

区
画

整
理

事
業

―
6
5
0
.0

事
業

の
追

加
（
第

3
回

変
更

）
事

業
費

の
増

額
（
第

4
回

変
更

）

Ｒ
1
1
年

度
以

降
完

了
見

込

東
海

加
木

屋
中

部
土

地
区

画
整

理
事

業
―

約
1
1
.0

h
a

関
連

事
業

に
位

置
付

け
の

あ
る

事
業

の
追

加
及

び
事

業
費

の
精

査
の

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

指
標

へ
の

影
響

は
な

い
。

(第
3
回

)
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

4
回

）

※
１

：事
業

費
の

大
幅

変
更

、
新

規
追

加
が

あ
る

場
合

は
理

由
を

明
記

の
こ

と

駅
北

口
―

約
1
7
0
㎡

関
連

事
業

に
位

置
付

け
の

あ
る

事
業

の
追

加
及

び
事

業
費

の
精

査
の

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

指
標

へ
の

影
響

は
な

い
。

(第
3
回

)
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

4
回

）

新
病

院
整

備
事

業
4
.2

h
a

4
.2

h
a

事
業

費
の

精
査

の
み

で
事

業
内

容
に

変
更

が
な

い
た

め
、

指
標

へ
の

影
響

は
な

い
。

（
第

1
回

）
事

業
名

称
の

表
記

変
更

の
み

の
た

め
、

指
標

へ
の

影
響

は
な

い
。

（
第

2
回

）

歩
行

空
間

整
備

（
駅

ア
ク

セ
ス

歩
行

者
通

路
等

）
L
=
2
2
0
m

L
=
2
2
0
m

事
業

費
の

精
査

の
み

で
事

業
内

容
に

変
更

が
な

い
た

め
、

指
標

へ
の

影
響

は
な

い
。

（
第

1
回

）
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

3
回

）
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

4
回

）

駅
北

口
―

約
2
5
3
㎡

関
連

事
業

に
位

置
付

け
の

あ
る

事
業

の
追

加
及

び
事

業
費

の
精

査
の

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

指
標

へ
の

影
響

は
な

い
。

(第
3
回

)
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

4
回

）

駅
北

口
―

約
1
9
0
㎡

関
連

事
業

に
位

置
付

け
の

あ
る

事
業

の
追

加
及

び
事

業
費

の
精

査
の

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

指
標

へ
の

影
響

は
な

い
。

(第
3
回

)
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

4
回

）

駅
北

口
―

3
基

関
連

事
業

に
位

置
付

け
の

あ
る

事
業

の
追

加
及

び
事

業
費

の
精

査
の

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

指
標

へ
の

影
響

は
な

い
。

(第
3
回

)
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

4
回

）

自
由

通
路

等
整

備
―

L
=
5
0
m

関
連

事
業

に
位

置
付

け
の

あ
る

事
業

の
追

加
で

あ
る

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

1
回

）
事

業
期

間
の

表
記

の
変

更
の

み
の

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

（
第

2
回

）
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

3
回

）
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

4
回

）

調
整

池
整

備
―

約
4
,0

0
0
㎡

関
連

事
業

に
位

置
付

け
の

あ
る

事
業

の
追

加
で

あ
る

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

2
回

）
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

4
回

）
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事
業

費
事

業
費

完
成

完
成

見
込

み

地
域

創
造

支
援

事
業

事
業

活
用

調
査

―
4
.8

事
業

の
追

加
（
第

2
回

変
更

）
事

業
費

の
減

額
（
第

4
回

変
更

）
●

ま
ち

づ
く
り

活
動

推
進

事
業

当
初

計
画

最
終

変
更

計
画

当
初

計
画

1
,4

2
7
.7

2
,9

1
7
.9

平
成

3
0
年

度
　

～
　

平
成

3
5
年

度
計

画
通

り
進

捗

1
,0

0
0
.0

1
,8

2
7
.0

平
成

3
4
年

度
　

～
　

平
成

3
5
年

度
計

画
通

り
進

捗

8
,6

6
0
.0

3
,5

3
4
.5

平
成

2
8
年

度
　

～
　

平
成

3
6
年

度
計

画
通

り
進

捗

1
,4

1
1
.0

1
,8

8
4
.9

平
成

3
0
年

度
　

～
　

平
成

3
4
年

度
計

画
通

り
進

捗

1
5
.7

1
4
.5

平
成

3
2
年

度
　

～
　

平
成

3
4
年

度
計

画
通

り
進

捗
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

事
業

効
果

分
析

―
令

和
3
年

度
　

～
　

令
和

5
年

度

養
父

森
岡

線
整

備
事

業
（
限

度
額

立
体

）
養

父
森

岡
線

　
L
=
1
.2

km
平

成
2
8
年

度
　

～
　

令
和

6
年

度

公
共

通
路

整
備

（
自

由
通

路
）

名
鉄

河
和

線
　

高
横

須
賀

-
南

加
木

屋
間

L
=
3
0
0
m

令
和

2
年

度
　

～
　

令
和

6
年

度

鉄
道

施
設

整
備

（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）
名

鉄
河

和
線

　
高

横
須

賀
-
南

加
木

屋
間

平
成

2
9
年

度
　

～
　

令
和

6
年

度

鉄
道

施
設

整
備

（
シ

ス
テ

ム
改

修
 等

）
名

鉄
河

和
線

　
高

横
須

賀
-
南

加
木

屋
間

令
和

3
年

度
　

～
　

令
和

6
年

度

事
業

事
業

箇
所

名

事
業

費
事

業
期

間

進
捗

状
況

及
び

所
見

備
考

最
終

変
更

計
画

（
参

考
）
関

連
事

業ま
ち

づ
く
り

評
価

分
析

事
業

―
―

提
案

事
業

の
追

加
で

あ
る

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

2
回

）
事

業
費

の
精

査
の

み
で

事
業

内
容

に
変

更
が

な
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は

な
い

。
（
第

4
回

）

事
業

当
初

計
画

最
終

変
更

計
画

当
初

計
画

か
ら

の
変

更
の

概
要

 ※
1

（
事

業
の

削
除

・
追

加
を

含
む

）

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

た
ま

ち
づ

く
り

目
標

、
目

標
を

定
量

化
す

る
指

標
、

数
値

目
標

等
へ

の
影

響

事
後

評
価

時
の

完
成

状
況

細
項

目
事

業
内

容
事

業
内

容

提
案

事
業

10



添
付

様
式

２
－

①
　

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

た
数

値
目

標
の

達
成

状
況

（
ア

）
（
イ

）
（
ウ

）

単
位

基
準

年
度

基
準

年
度

目
標

年
度

あ
り

な
し

-
-

確
定

見
込

み
●

-
-

確
定

見
込

み
●

-
-

確
定

見
込

み
●

確
定

見
込

み

確
定

見
込

み

指
　

標

指
標

１

指
標

２

指
標

３

※
１

　
計

画
以

前
の

値
　

と
は

、
都

市
再

生
整

備
計

画
の

作
成

よ
り

以
前

（概
ね

1
0年

程
度

前
）の

値
の

こ
と

を
い

う
。

※
２

　
目

標
達

成
度

の
記

入
方

法

　
○

 ：
評

価
値

が
目

標
値

を
上

回
っ

た
場

合

　
△

 ：
評

価
値

が
目

標
値

に
は

達
し

て
い

な
い

も
の

の
、

近
年

の
傾

向
よ

り
は

改
善

し
て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

場
合

　
×

 ：
評

価
値

が
目

標
値

に
達

し
て

お
ら

ず
、

か
つ

近
年

の
傾

向
よ

り
も

改
善

が
み

ら
れ

な
い

場
合

指
標

４

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

指
標

３
地

区
内

人
口

人
本

市
が

毎
年

4
月

1
日

時
点

の
住

民
基

本
台

帳
よ

り
集

計
し

て
い

る
計

画
区

域
の

人
口

―

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

●

事
後

評
価

2
,9

0
7

事
後

評
価

×

3
,1

0
0

R
5

目
標

達
成

度
○

△
×

の
理

由
（
達

成
見

込
み

「
あ

り
」
と

し
た

場
合

、
そ

の
理

由
も

含
む

）
そ

の
他

特
記

事
項

（
指

標
計

測
上

の
問

題
点

、
課

題
等

）

女
性

の
健

康
寿

命
は

平
成

2
7
年

度
に

8
2
.6

9
歳

で
あ

っ
た

が
、

令
和

5
年

度
の

評
価

値
は

8
4
.6

2
歳

と
増

加
傾

向
で

あ
り

、
目

標
値

に
達

し
て

い
る

こ
と

か
ら

〇
と

し
た

。
男

性
の

健
康

寿
命

は
令

和
３

年
度

を
除

き
平

成
2
7
年

度
か

ら
令

和
5
年

度
ま

で
増

加
傾

向
で

あ
り

、
目

標
値

に
達

し
て

い
る

こ
と

か
ら

〇
と

し
た

。

―

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
登

録
数

は
平

成
2
9
年

度
に

2
5
団

体
で

あ
っ

た
が

、
令

和
5
年

度
は

3
5
団

体
と

増
加

傾
向

で
あ

り
、

目
標

値
に

達
し

て
い

る
こ

と
か

ら
〇

と
し

た
。

―

地
区

内
人

口
は

平
成

2
8
年

度
は

3
,0

3
5
人

で
あ

っ
た

が
、

令
和

5
年

度
に

は
2
,9

0
7
人

と
減

少
傾

向
で

あ
り

、
目

標
値

を
下

回
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
×

と
し

た
。

―

―
2
5

H
2
9

3
5

R
5

指
標

５

事
後

評
価

3
5

事
後

評
価

○

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

指
標

２
ア

ダ
プ

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

登
録

数
団

体
計

画
区

域
を

含
む

町
の

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

登
録

数
(中

ノ
池

、
高

横
須

賀
町

、
加

木
屋

町
)

―

―
3
,0

3
5

H
2
8

―
男

性
：
7
9
.4

5
女

性
：
8
2
.6

9
H

2
7

指
　

標

デ
ー

タ
の

計
測

手
法

と
評

価
値

の
求

め
方

（
時

期
、

場
所

、
実

施
主

体
、

対
象

、
具

体
手

法
等

）

（
参

考
）

※
１

計
画

以
前

の
値

従
前

値

指
標

１
健

康
寿

命
歳

市
全

体
で

の
健

康
寿

命
―

目
標

達
成

度
※

２

1
年

以
内

の
達

成
見

込
み

の
有

無
目

標
値

数
値

（
エ

）

事
後

評
価

男
性

：
8
0
.4

1
女

性
：

8
4
.6

2

事
後

評
価

〇

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

男
性

：
7
9
.9

3
女

性
：
8
3
.8

4
R

5

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
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添
付

様
式

２
－

②
　

そ
の

他
の

数
値

指
標

（
当

初
設

定
し

た
数

値
目

標
以

外
の

指
標

）
に

よ
る

効
果

発
現

の
計

測

（
ア

）
（
イ

）

単
位

基
準

年
度

基
準

年
度

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

-

確
定

見
込

み
●

※
１

　
計

画
以

前
の

値
　

と
は

、
都

市
再

生
整

備
計

画
の

作
成

よ
り

以
前

（概
ね

10
年

程
度

前
）の

値
の

こ
と

を
い

う
。

添
付

様
式

２
－

参
考

記
述

　
定

量
的

に
表

現
で

き
な

い
定

性
的

な
効

果
発

現
状

況

指
　

標
数

値
（
ウ

）
本

指
標

を
取

り
上

げ
る

理
由

そ
の

他
特

記
事

項
（
指

標
計

測
上

の
問

題
点

、
課

題
等

）

デ
ー

タ
の

計
測

手
法

と
評

価
値

の
求

め
方

（
時

期
、

場
所

、
実

施
主

体
、

対
象

、
具

体
手

法
等

）

（
参

考
）

※
１

計
画

以
前

の
値

従
前

値

地
区

内
人

口
は

減
少

傾
向

で
あ

る
が

、
整

備
に

よ
る

既
存

住
民

の
生

活
快

適
度

の
向

上
に

よ
り

指
標

3
を

補
完

す
る

。

-

事
後

評
価

6
9
.1

そ
の

他
の

数
値

指
標

１

住
環

境
が

整
備

さ
れ

快
適

な
生

活
が

確
保

さ
れ

て
い

る
と

思
う

人
の

割
合

%

・
本

市
が

毎
年

実
施

し
て

い
る

「
市

民
生

活
の

現
状

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

」
に

お
け

る
、

住
環

境
が

整
備

さ
れ

快
適

な
生

活
が

確
保

さ
れ

て
い

る
と

思
う

人
の

割
合

を
算

出
す

る
。

・
計

画
区

域
を

含
む

小
学

校
区

を
対

象
と

す
る

。

－
－

5
9
.0

H
2
8

-
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（
２

）
 実

施
過

程
の

評
価

・本
様

式
は

、
都

市
再

生
整

備
計

画
へ

の
記

載
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
、

実
施

し
た

事
実

が
あ

る
場

合
に

は
必

ず
記

載
す

る
こ

と
。

添
付

様
式

３
－

①
　

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
状

況

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

た
内

容
又

は
、

実
際

に
実

施
し

た
内

容
今

後
の

対
応

方
針

等

予
定

ど
お

り
実

施
し

た

予
定

は
な

か
っ

た
が

実
施

し
た

●

予
定

し
た

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
(理

由
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

添
付

様
式

３
－

②
　

官
民

連
携

に
よ

る
取

組
の

実
施

状
況

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

た
内

容
又

は
、

実
際

に
実

施
し

た
内

容
今

後
の

対
応

方
針

等

予
定

ど
お

り
実

施
し

た

予
定

は
な

か
っ

た
が

実
施

し
た

予
定

し
た

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
(理

由
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

添
付

様
式

３
－

③
　

持
続

的
な

ま
ち

づ
く

り
体

制
の

構
築

状
況

ⅰ
．

体
制

構
築

に
向

け
た

取
組

内
容

ⅱ
．

ま
ち

づ
く
り

組
織

名
：
組

織
の

概
要

予
定

ど
お

り
実

施
し

た

予
定

は
な

か
っ

た
が

実
施

し
た

●

予
定

し
た

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
(理

由
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

実
施

状
況

実
施

頻
度

・
実

施
時

期
・
実

施
結

果

令
和

3
年

度
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

を
作

成
し

た
。

実
施

頻
度

：
1
回

実
施

時
期

：
令

和
3
年

度
実

施
結

果
：
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

結
果

に
応

じ
て

都
市

再
生

整
備

計
画

の
内

容
の

見
直

し
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
事

業
を

推
進

し
た

。
―

今
後

も
引

き
続

き
、

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

登
録

を
促

進
を

図
り

つ
つ

、
登

録
団

体
等

と
連

携
し

て
ま

ち
の

維
持

管
理

へ
の

住
民

参
加

を
促

進
す

る
。

―
―

―

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

た
内

容
又

は
、

実
際

に
実

施
し

た
内

容
構

築
状

況
実

施
頻

度
・
実

施
時

期
・
実

施
結

果
今

後
の

対
応

方
針

等

実
施

状
況

実
施

頻
度

・
実

施
時

期
・
実

施
結

果

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
登

録
団

体
と

連
携

し
、

本
計

画
区

域
内

で
の

公
共

施
設

の
清

掃
活

動
等

、
ま

ち
の

維
持

管
理

活
動

へ
の

住
民

参
加

の
促

進
を

図
っ

た
。

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

、
申

請
条

件
、

申
請

方
法

等
を

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
こ

と
で

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

募
集

を
市

民
に

周
知

し
、

登
録

を
促

進
し

た
。

組
織

名
：
ア

ダ
プ

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

登
録

団
体

組
織

の
概

要
：
市

内
の

公
共

施
設

(道
路

、
公

園
、

各
施

設
の

花
壇

な
ど

)の
清

掃
、

除
草

、
花

の
植

え
付

け
、

樹
木

や
花

へ
の

水
か

け
を

し
た

り
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
で

あ
る

。
活

動
団

体
ご

と
に

活
動

回
数

や
活

動
内

容
を

設
定

し
、

取
り

組
ん

で
い

る
。

13



（
３

）
 効

果
発

現
要

因
の

整
理

添
付

様
式

４
－

①
　

効
果

発
現

要
因

の
整

理
に

か
か

る
検

討
体

制

添
付

様
式

４
－

②
　

数
値

目
標

を
達

成
し

た
指

標
に

か
か

る
効

果
発

現
要

因
の

整
理

種
別

指
標

改
善

へ
の

貢
献

度

指
標

改
善

へ
の

貢
献

度

指
標

改
善

へ
の

貢
献

度

指
標

改
善

へ
の

貢
献

度

△
△

△

△
△

△

△
△

△

―
〇

〇

△
△

△

△
△

△

△
△

△

△
△

△

△
△

△

◎
〇

〇

△
△

△

―
―

―

△
△

△

△
△

△

△
△

△

△
△

△

―
―

―

基
幹

事
業

提
案

事
業

関
連

事
業

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
事

業
効

果
分

析

※
指

標
改

善
へ

の
貢

献
度

　
◎

 ：
事

業
が

効
果

を
発

揮
し

、
指

標
の

改
善

に
直

接
的

に
貢

献
し

た
。

  
○

 ：
事

業
が

効
果

を
発

揮
し

、
指

標
の

改
善

に
間

接
的

に
貢

献
し

た
。

  
△

 ：
事

業
が

効
果

を
発

揮
す

る
こ

と
を

期
待

し
た

が
、

指
標

の
改

善
に

　
　

　
　

貢
献

し
な

か
っ

た
。

  
 －

：事
業

と
指

標
の

間
に

は
、

も
と

も
と

関
係

が
な

い
こ

と
が

明
確

  
  

  
  
な

の
で

、
評

価
で

き
な

い
。

今
後

の
活

用

道
路

や
新

駅
周

辺
な

ど
の

整
備

に
よ

り
、

公
共

交
通

が
機

能
強

化
さ

れ
、

病
院

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
が

向
上

す
る

こ
と

で
、

誰
も

が
利

用
し

や
す

い
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

維
持

・
充

実
を

図
る

。

引
き

続
き

、
道

路
や

駅
周

辺
、

公
園

・
緑

地
な

ど
の

市
民

に
と

っ
て

身
近

な
公

共
空

間
の

整
備

を
進

め
、

市
民

に
よ

る
ま

ち
へ

の
愛

着
を

深
め

る
こ

と
で

、
ア

ダ
プ

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

登
録

数
の

維
持

・
増

加
を

図
る

。

快
適

な
住

環
境

を
さ

ら
に

向
上

す
る

た
め

、
駅

前
広

場
や

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
を

整
備

す
る

こ
と

で
、

交
通

結
節

点
の

強
化

を
図

る
。

道
路

（
唐

畑
7
号

線
始

め
3
路

線
）

新
病

院
整

備
事

業
に

よ
り

、
市

民
が

身
近

に
高

度
な

医
療

を
受

け
ら

れ
る

環
境

が
整

っ
た

こ
と

か
ら

健
康

寿
命

の
延

伸
に

寄
与

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。

道
路

や
新

駅
周

辺
な

ど
の

市
民

に
と

っ
て

身
近

な
公

共
空

間
の

整
備

が
進

捗
し

た
こ

と
で

、
市

民
に

よ
る

ま
ち

の
愛

着
が

深
ま

る
と

と
も

に
美

化
活

動
へ

の
参

加
意

識
が

向
上

し
た

と
予

測
さ

れ
、

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

登
録

数
の

増
加

に
寄

与
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

新
駅

の
加

木
屋

中
ノ

池
駅

及
び

周
辺

の
整

備
が

進
む

中
で

、
新

病
院

整
備

事
業

に
よ

り
良

好
な

住
環

境
の

向
上

が
図

ら
れ

て
お

り
、

快
適

な
住

環
境

が
確

保
さ

れ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
の

増
加

に
寄

与
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

土
地

区
画

整
理

事
業

（
東

海
加

木
屋

中
部

土
地

区
画

整
理

事
業

）

事
業

活
用

調
査

（
ま

ち
づ

く
り

評
価

分
析

事
業

）

鉄
道

施
設

整
備

（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）

養
父

森
岡

線
整

備
事

業
（
限

度
額

立
体

）

公
共

通
路

整
備

（
自

由
通

路
）

鉄
道

施
設

整
備

（
シ

ス
テ

ム
改

修
 等

）

高
質

空
間

形
成

施
設

（
緑

化
施

設
等

）（
歩

行
空

間
整

備
（
駅

ｱ
ｸ
ｾ

ｽ
歩

行
者

通
路

 等
）
）

地
域

生
活

基
盤

施
設

(自
転

車
駐

車
場

）
（
駅

北
口

）

地
域

生
活

基
盤

施
設

(情
報

板
）
（
駅

北
口

）

道
路

（
限

度
額

立
体

）
（
養

父
森

岡
線

）

地
域

生
活

基
盤

施
設

(人
工

地
盤

等
）
（
自

由
通

路
等

整
備

）

地
域

生
活

基
盤

施
設

(地
域

防
災

施
設

）
（
調

整
池

整
備

）

誘
導

施
設

（
医

療
施

設
）
（
新

病
院

整
備

事
業

）

高
質

空
間

形
成

施
設

（
舗

装
）
（
駅

北
口

）

高
質

空
間

形
成

施
設

（
シ

ェ
ル

タ
ー

）
（
駅

北
口

）

名
称

等
検

討
メ

ン
バ

ー
実

施
時

期
担

当
部

署

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
等

担
当

者
会

議
土

木
課

、
新

駅
周

辺
整

備
推

進
課

、
市

街
地

整
備

課
、

健
康

推
進

課
令

和
5
年

1
2
月

8
日

～
1
2
月

1
8
日

（
書

面
開

催
）

都
市

計
画

課
（
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
主

管
課

）

指
標

の
種

別
指

標
1

指
標

2
指

標
3

そ
の

他
の

数
値

指
標

１

総
合

所
見

総
合

所
見

総
合

所
見

指
　

標
　

名
健

康
寿

命
ア

ダ
プ

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

登
録

数
地

区
内

人
口

住
環

境
が

整
備

さ
れ

快
適

な
生

活
が

確
保

さ
れ

て
い

る
と

思
う

人
の

割
合

事
業

名
・
箇

所
名

総
合

所
見
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添
付

様
式

４
－

③
　

数
値

目
標

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
指

標
に

か
か

る
効

果
発

現
要

因
の

整
理

種
別

目
標

未
達

成
へ

の
影

響
度

要
因

の
分

類

目
標

未
達

成
へ

の
影

響
度

要
因

の
分

類

目
標

未
達

成
へ

の
影

響
度

要
因

の
分

類

目
標

未
達

成
へ

の
影

響
度

要
因

の
分

類

× × × △ × × × × × △ ×
×

― × × × × ―

基
幹

事
業

提
案

事
業

新
駅

の
加

木
屋

中
ノ

池
駅

及
び

駅
周

辺
の

整
備

に
よ

り
、

交
通

結
節

点
の

強
化

や
良

好
な

住
環

境
の

向
上

を
図

る
こ

と
で

、
定

住
環

境
の

促
進

に
努

め
る

。

※
目

標
未

達
成

へ
の

影
響

度
×

×
：事

業
が

効
果

を
発

揮
せ

ず
、

　
　

　
　

指
標

の
目

標
未

達
成

の
直

接
的

な
原

因
と

な
っ

た
。

  
 ×

：事
業

が
効

果
を

発
揮

せ
ず

、
  

  
  
　

指
標

の
目

標
未

達
成

の
間

接
的

な
原

因
と

な
っ

た
。

  
 △

：数
値

目
標

が
達

成
で

き
な

か
っ

た
中

で
も

、
  

  
  

 あ
る

程
度

の
効

果
を

あ
げ

た
と

思
わ

れ
る

。
  

 －
：事

業
と

指
標

の
間

に
は

、
も

と
も

と
関

係
が

な
い

こ
と

が
  

  
  

  
明

確
な

の
で

、
評

価
で

き
な

い
。

※
要

因
の

分
類

　
分

類
Ⅰ

：内
的

な
要

因
で

、
予

見
が

可
能

な
要

因
。

　
分

類
Ⅱ

：外
的

な
要

因
で

、
予

見
が

可
能

な
要

因
。

　
分

類
Ⅲ

：外
的

な
要

因
で

、
予

見
が

不
可

能
な

要
因

。
　

分
類

Ⅳ
：内

的
な

要
因

で
、

予
見

が
不

可
能

な
要

因
。

改
善

の
方

針
（
記

入
は

必
須

）

事
業

は
進

捗
し

た
も

の
の

、
新

駅
の

加
木

屋
中

ノ
池

駅
の

供
用

が
で

き
て

い
な

い
こ

と
や

、
区

画
整

理
の

使
用

収
益

が
開

始
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
地

区
内

人
口

の
増

加
に

至
ら

な
か

っ
た

。
今

後
、

ま
ち

の
基

盤
整

備
に

よ
り

住
環

境
の

快
適

性
が

向
上

し
、

住
宅

需
要

の
高

ま
り

が
予

想
さ

れ
る

こ
と

か
ら

地
区

内
人

口
の

増
加

が
期

待
で

き
る

。

Ⅲ

土
地

区
画

整
理

事
業

（
東

海
加

木
屋

中
部

土
地

区
画

整
理

事
業

）

道
路

（
唐

畑
7
号

線
始

め
3
路

線
）

事
業

活
用

調
査

（
ま

ち
づ

く
り

評
価

分
析

事
業

）

鉄
道

施
設

整
備

（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）

養
父

森
岡

線
整

備
事

業
（
限

度
額

立
体

）

公
共

通
路

整
備

（
自

由
通

路
）

鉄
道

施
設

整
備

（
シ

ス
テ

ム
改

修
 等

）

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
事

業
効

果
分

析

指
標

の
種

別

関
連

事
業

高
質

空
間

形
成

施
設

（
シ

ェ
ル

タ
ー

）
（
駅

北
口

）

誘
導

施
設

（
医

療
施

設
）
（
新

病
院

整
備

事
業

）

道
路

（
限

度
額

立
体

）
（
養

父
森

岡
線

）

地
域

生
活

基
盤

施
設

(人
工

地
盤

等
）
（
自

由
通

路
等

整
備

）

地
域

生
活

基
盤

施
設

(地
域

防
災

施
設

）
（
調

整
池

整
備

）

地
域

生
活

基
盤

施
設

(自
転

車
駐

車
場

）
（
駅

北
口

）

地
域

生
活

基
盤

施
設

(情
報

板
）
（
駅

北
口

）

高
質

空
間

形
成

施
設

（
緑

化
施

設
等

）（
歩

行
空

間
整

備
（
駅

ｱ
ｸ
ｾ

ｽ
歩

行
者

通
路

 等
）
）

高
質

空
間

形
成

施
設

（
舗

装
）
（
駅

北
口

）

住
環

境
が

整
備

さ
れ

快
適

な
生

活
が

確
保

さ
れ

て
い

る
と

思
う

人
の

割
合

事
業

名
・
箇

所
名

総
合

所
見

総
合

所
見

総
合

所
見

総
合

所
見

地
区

内
人

口
指

　
標

　
名

健
康

寿
命

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
登

録
数

指
標

1
指

標
2

指
標

3
そ

の
他

の
数

値
指

標
１
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（
４

）
 今

後
の

ま
ち

づ
く
り

方
策

の
作

成

添
付

様
式

５
－

①
　

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

方
策

に
か

か
る

検
討

体
制

添
付

様
式

５
－

②
　

ま
ち

の
課

題
の

変
化

名
称

等
検

討
メ

ン
バ

ー
実

施
時

期
担

当
部

署

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
等

担
当

者
会

議
土

木
課

、
新

駅
周

辺
整

備
推

進
課

、
市

街
地

整
備

課
、

健
康

推
進

課
令

和
5
年

1
2
月

8
日

～
1
2
月

1
8
日

（
書

面
開

催
）

都
市

計
画

課
（
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
主

管
課

）

新
駅

の
加

木
屋

中
ノ

池
駅

の
整

備
が

実
施

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
周

辺
市

街
地

の
整

備
が

十
分

に
進

ん
で

い
な

い
た

め
、

都
市

基
盤

等
の

整
備

に
よ

り
、

生
活

サ
ー

ビ
ス

施
設

の
立

地
を

促
進

し
、

誰
も

が
住

み
や

す
い

市
街

地
の

形
成

が
必

要
で

あ
る

。

市
街

地
に

お
け

る
公

共
交

通
の

機
能

強
化

・
令

和
5
年

度
の

名
古

屋
鉄

道
新

駅
の

供
用

開
始

に
向

け
て

早
期

に
新

駅
周

辺
の

基
盤

を
整

備
し

、
新

駅
の

供
用

開
始

と
同

時
に

都
市

基
盤

の
整

っ
た

環
境

整
備

が
必

要
で

あ
る

。

新
駅

の
加

木
屋

中
ノ

池
駅

や
駅

周
辺

整
備

の
進

捗
が

図
ら

れ
て

い
る

。
新

駅
の

加
木

屋
中

ノ
池

駅
や

駅
前

広
場

な
ど

の
整

備
を

進
め

る
こ

と
で

、
公

共
交

通
の

機
能

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

こ
れ

を
受

け
て

、
成

果
の

持
続

に
か

か
る

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

方
策

を
添

付
様

式
5-

③
A

欄
に

記
入

し
ま

す
。

こ
れ

を
受

け
て

、
改

善
策

に
か

か
る

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

方
策

を
添

付
様

式
5-

③
B

欄
に

記
入

し
ま

す
。

事
業

前
の

課
題

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

た
ま

ち
の

課
題

達
成

さ
れ

た
こ

と
（
課

題
の

改
善

状
況

）
残

さ
れ

た
未

解
決

の
課

題
事

業
に

よ
っ

て
発

生
し

た
新

た
な

課
題

身
近

に
高

度
な

医
療

が
受

け
ら

れ
通

勤
に

便
利

な
「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成 ・
知

多
半

島
医

療
圏

北
西

部
に

お
け

る
中

核
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
た

め
に

、
病

院
の

早
期

完
成

が
必

要
で

あ
る

。

新
病

院
整

備
事

業
に

よ
り

身
近

に
医

療
サ

ー
ビ

ス
が

整
っ

た
市

街
地

形
成

が
図

ら
れ

て
い

る
。

新
病

院
整

備
事

業
に

よ
り

医
療

制
度

の
整

っ
た

市
街

地
の

形
成

が
図

ら
れ

た
も

の
の

、
職

と
住

の
整

っ
た

市
街

地
の

形
成

が
進

ん
で

い
な

い
た

め
、

駅
及

び
周

辺
の

未
整

備
箇

所
の

整
備

を
進

め
、

駅
の

拠
点

性
を

高
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

―

誰
も

が
住

み
や

す
い

生
活

サ
ー

ビ
ス

施
設

の
充

実
・
「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
に

よ
り

、
高

齢
者

を
は

じ
め

だ
れ

も
が

住
み

や
す

い
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
（
病

院
等

）
の

維
持

・
充

実
等

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

新
病

院
整

備
事

業
に

よ
り

、
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
が

充
実

し
、

誰
も

が
住

み
や

す
い

環
境

が
形

成
さ

れ
て

い
る

。
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添
付

様
式

５
－

③
　

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

方
策

新
駅

の
加

木
屋

中
ノ

池
駅

及
び

駅
周

辺
の

整
備

に
よ

る
公

共
交

通
の

機
能

強
化

新
駅

の
加

木
屋

中
ノ

池
駅

の
利

便
性

向
上

及
び

駅
周

辺
の

機
能

向
上

を
図

る
こ

と
で

公
共

交
通

の
機

能
強

化
を

図
る

。

・
道

路
事

業
（
唐

畑
７

号
線

始
め

３
路

線
、

養
父

森
岡

線
、

西
御

門
３

号
線

始
め

４
路

線
、

名
和

加
木

屋
線

）
・
地

域
生

活
基

盤
施

設
（
自

転
車

駐
車

場
、

情
報

板
）

・
高

質
空

間
形

成
施

設
（
緑

化
施

設
等

、
歩

行
支

援
施

設
・
障

害
者

誘
導

施
設

等
）

・
鉄

道
施

設
整

備
（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）
・
鉄

道
施

設
整

備
（
シ

ス
テ

ム
改

修
等

）
・
養

父
森

岡
線

整
備

事
業

（
限

度
額

立
体

）
・
公

共
通

路
整

備
（
自

由
通

路
）

A
欄

効
果

を
持

続
さ

せ
る

た
め

に
行

う
方

策

効
果

の
持

続
を

図
る

事
項

効
果

を
持

続
さ

せ
る

た
め

の
基

本
的

な
考

え
方

想
定

さ
れ

る
事

業

身
近

に
高

度
な

医
療

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

市
街

地
の

形
成

新
駅

の
加

木
屋

中
ノ

池
駅

や
病

院
周

辺
の

都
市

基
盤

整
備

を
進

め
る

こ
と

で
、

病
院

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
を

高
め

、
身

近
に

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

環
境

を
向

上
さ

せ
る

。

・
道

路
事

業
（
唐

畑
７

号
線

始
め

３
路

線
、

養
父

森
岡

線
、

西
御

門
３

号
線

始
め

４
路

線
、

名
和

加
木

屋
線

）
・
公

園
事

業
（
（
仮

称
）
1
号

公
園

、
（
仮

称
）
2
号

公
園

）
・
地

域
生

活
基

盤
施

設
（
自

転
車

駐
車

場
、

情
報

板
）

・
高

質
空

間
形

成
施

設
（
緑

化
施

設
等

、
歩

行
支

援
施

設
・
障

害
者

誘
導

施
設

等
）

・
土

地
区

画
整

理
事

業
・
鉄

道
施

設
整

備
（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）
・
鉄

道
施

設
整

備
（
シ

ス
テ

ム
改

修
等

）
・
養

父
森

岡
線

整
備

事
業

（
限

度
額

立
体

）
・
公

共
通

路
整

備
（
自

由
通

路
）

生
活

サ
ー

ビ
ス

施
設

の
充

実
に

よ
る

住
み

や
す

い
市

街
地

の
形

成
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

立
地

を
促

す
な

ど
に

よ
り

、
維

持
・
充

実
を

図
る

こ
と

で
住

み
や

す
い

市
街

地
の

創
出

を
図

る
。

・
公

園
事

業
（
（
仮

称
）
1
号

公
園

、
（
仮

称
）
2
号

公
園

）
・
高

質
空

間
形

成
施

設
（
緑

化
施

設
等

、
歩

行
支

援
施

設
・
障

害
者

誘
導

施
設

等
）

・
土

地
区

画
整

理
事

業

17



■
様

式
５

－
③

の
記

入
に

あ
た

っ
て

は
、

下
記

の
事

項
を

再
確

認
し

て
、

こ
れ

ら
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

て
記

載
し

て
下

さ
い

。
（
チ

ェ
ッ

ク
欄

）

●
交

付
金

を
活

用
す

る
き

っ
か

け
と

な
っ

た
ま

ち
づ

く
り

の
課

題
（
都

市
再

生
整

備
計

画
）
を

再
確

認
し

た
。

●
事

業
の

実
施

過
程

の
評

価
（
添

付
様

式
３

）
を

再
確

認
し

た
。

●
数

値
目

標
を

達
成

し
た

指
標

に
か

か
る

効
果

の
持

続
・
活

用
（
添

付
様

式
４

－
②

）
を

再
確

認
し

た
。

●
数

値
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

指
標

に
か

か
る

改
善

の
方

針
（
添

付
様

式
４

－
③

）
を

再
確

認
し

た
。

●
残

さ
れ

た
課

題
や

新
た

な
課

題
（
添

付
様

式
５

－
②

）
を

再
確

認
し

た
。

・
未

達
成

の
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
改

善
策

・
未

解
決

の
課

題
を

解
消

す
る

た
め

の
改

善
策

・
新

た
に

発
生

し
た

課
題

に
対

す
る

改
善

策

誰
も

が
利

用
し

や
す

い
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

維
持

・
充

実
様

々
な

世
代

の
住

民
が

利
用

可
能

な
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

維
持

・
充

実
を

図
る

。

・
公

園
事

業
（
（
仮

称
）
１

号
公

園
、

（
仮

称
）
２

号
公

園
）

・
地

域
生

活
基

盤
施

設
（
広

場
）

・
高

質
空

間
形

成
施

設
（
緑

化
施

設
等

、
歩

行
支

援
施

設
・
障

害
者

誘
導

施
設

等
）

・
土

地
区

画
整

理
事

業
・
地

域
創

造
支

援
事

業
・
事

業
活

用
調

査
・
下

水
道

整
備

事
業

・
地

域
交

流
空

間
モ

デ
ル

事
業

・
耐

震
性

貯
水

槽
整

備
事

業
・
公

共
施

設
改

修
事

業
・
防

災
対

策
事

業
・
交

通
安

全
対

策
事

業
・
い

き
い

き
元

気
推

進
事

業
・
地

域
活

性
化

事
業

市
街

地
に

お
け

る
公

共
交

通
の

機
能

強
化

駅
前

広
場

や
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

道
路

等
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

や
利

便
性

を
高

め
る

交
通

結
節

点
と

し
て

の
機

能
強

化
な

ど
、

既
存

市
街

地
の

公
共

交
通

機
能

の
強

化
を

図
る

。

・
道

路
事

業
（
唐

畑
７

号
線

始
め

３
路

線
、

養
父

森
岡

線
、

西
御

門
３

号
線

始
め

４
路

線
、

名
和

加
木

屋
線

）
・
地

域
生

活
基

盤
施

設
（
自

転
車

駐
車

場
、

情
報

板
）

・
高

質
空

間
形

成
施

設
（
緑

化
施

設
等

、
歩

行
支

援
施

設
・
障

害
者

誘
導

施
設

等
）

・
事

業
活

用
調

査
・
鉄

道
施

設
整

備
（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）
・
鉄

道
施

設
整

備
（
シ

ス
テ

ム
改

修
等

）
・
養

父
森

岡
線

整
備

事
業

（
限

度
額

立
体

）
・
公

共
通

路
整

備
（
自

由
通

路
）

・
三

ツ
池

線
始

め
1
0
路

線
道

路
改

良
事

業
・
南

加
木

屋
駅

周
辺

整
備

事
業

B
欄

改
　

善
　

策

改
善

す
る

事
項

改
善

策
の

基
本

的
な

考
え

方
想

定
さ

れ
る

事
業

生
活

・
通

勤
に

便
利

で
住

み
や

す
い

「
医

職
住

」
が

整
っ

た
新

市
街

地
の

形
成

駅
周

辺
の

都
市

基
盤

施
設

等
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

身
近

に
便

利
な

医
療

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
を

図
る

。

・
道

路
事

業
（
唐

畑
７

号
線

始
め

３
路

線
、

養
父

森
岡

線
、

西
御

門
３

号
線

始
め

４
路

線
、

名
和

加
木

屋
線

）
・
公

園
事

業
（
（
仮

称
）
１

号
公

園
、

（
仮

称
）
２

号
公

園
）

・
地

域
生

活
基

盤
施

設
（
自

転
車

駐
車

場
、

情
報

板
）

・
高

質
空

間
形

成
施

設
（
緑

化
施

設
等

、
歩

行
支

援
施

設
・
障

害
者

誘
導

施
設

等
）

・
土

地
区

画
整

理
事

業
・
事

業
活

用
調

査
・
鉄

道
施

設
整

備
（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）
・
鉄

道
施

設
整

備
（
シ

ス
テ

ム
改

修
等

）
・
養

父
森

岡
線

整
備

事
業

（
限

度
額

立
体

）
・
公

共
通

路
整

備
（
自

由
通

路
）

・
三

ツ
池

線
始

め
1
0
路

線
道

路
改

良
事

業
・
南

加
木

屋
駅

周
辺

整
備

事
業

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
又

は
次

期
計

画
等

に
お

い
て

実
施

す
る

改
善

策
を

記
入

し
ま

す
。

な
る

べ
く
具

体
的

に
記

入
し

て
下

さ
い

。
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添
付

様
式

５
－

参
考

記
述

　
今

後
の

ま
ち

づ
く
り

方
策

に
関

す
る

そ
の

他
の

意
見

添
付

様
式

５
－

④
　

目
標

を
定

量
化

す
る

指
標

に
か

か
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
計

画

単
位

年
度

予
定

時
期

計
測

方
法

そ
の

他
特

記
事

項

確
定

あ
り

見
込

み
●

な
し

確
定

あ
り

見
込

み
●

な
し

確
定

あ
り

見
込

み
●

な
し

●

確
定

あ
り

見
込

み
な

し

確
定

あ
り

見
込

み
な

し

確
定

見
込

み
●

確
定

見
込

み

・
特

に
な

し

・フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

要
否

に
関

わ
ら

ず
、

添
付

様
式

２
－

①
、

２
－

②
に

記
載

し
た

全
て

の
指

標
に

つ
い

て
記

入
し

て
下

さ
い

。
・評

価
値

が
「見

込
み

」の
全

て
の

指
標

、
目

標
達

成
度

が
△

又
は

×
の

指
標

、
１

年
以

内

指
　

標
従

前
値

目
標

値
評

価
値

目
標

達
成

度

1
年

以
内

の
達

成
見

込
み

の
有

無

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
計

画

年
度

令
和

7
年

4
月

従
前

値
と

同
様

の
方

法
で

計
測

を
行

い
、

確
定

値
と

す
る

。
―

指
標

２
ア

ダ
プ

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

登
録

数
団

体
2
5

H
2
9

―
3
5

R
5

3
5

○
令

和
7
年

4
月

従
前

値
と

同
様

の
手

法
で

計
測

を
行

い
、

確
定

値
と

す
る

。

指
標

１
健

康
寿

命
歳

男
性

：
7
9
.4

5
女

性
：

8
2
.6

9

H
2
7

男
性

：
7
9
.9

3
女

性
：

8
3
.8

4

R
5

男
性

：
8
0
.4

1
女

性
：

8
4
.6

2

〇

令
和

7
年

4
月

従
前

値
と

同
様

の
手

法
で

計
測

を
行

い
、

確
定

値
と

す
る

。
―

指
標

４

指
標

３
地

区
内

人
口

人
3
,0

3
5

H
2
8

3
,1

0
0

R
5

2
,9

0
7

×

指
標

５

そ
の

他
の

数
値

指
標

１

住
環

境
が

整
備

さ
れ

快
適

な
生

活
が

確
保

さ
れ

て
い

る
と

思
う

人
の

割
合

%
5
9
.0

H
2
8

6
9
.1

―
―

―

そ
の

他
の

数
値

指
標

２
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添
付

様
式

６
　

当
該

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

経
験

の
次

期
計

画
や

他
地

区
へ

の
活

か
し

方
・下

表
の

点
に

つ
い

て
、

特
筆

す
べ

き
事

項
を

記
入

し
ま

す
。

要
因

分
析

次
期

計
画

や
他

地
区

へ
の

活
か

し
方

う
ま

く
い

っ
た

点
―

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
点

―

う
ま

く
い

っ
た

点
指

標
に

つ
い

て
は

、
い

ず
れ

も
毎

年
、

数
値

管
理

を
行

っ
て

い
る

項
目

を
設

定
し

て
い

た
た

め
、

経
年

的
な

事
業

効
果

の
評

価
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
点

―

う
ま

く
い

っ
た

点
ア

ダ
プ

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

登
録

団
体

と
連

携
し

、
本

計
画

区
域

内
で

の
公

共
施

設
の

清
掃

活
動

等
、

ま
ち

の
維

持
管

理
活

動
へ

の
住

民
参

加
の

促
進

を
図

っ
た

。

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
点

―

う
ま

く
い

っ
た

点
―

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
点

事
業

の
進

捗
に

つ
い

て
計

画
的

に
事

業
を

実
施

す
る

た
め

、
定

期
的

に
進

捗
確

認
及

び
必

要
に

応
じ

て
事

業
期

間
等

の
見

直
し

を
行

う
必

要
が

あ
っ

た
。

う
ま

く
い

っ
た

点
―

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
点

―

添
付

様
式

６
－

参
考

記
述

　
今

後
、

都
市

再
生

整
備

計
画

事
業

の
活

用
予

定
、

又
は

事
後

評
価

を
予

定
し

て
い

る
地

区
の

名
称

（
当

該
地

区
の

次
期

計
画

も
含

む
）

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

に
よ

る
事

業
・
評

価
の

進
め

方
計

画
の

定
期

的
な

見
直

し
を

行
い

、
事

業
の

進
捗

確
認

や
事

業
内

容
の

確
認

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

他
―

【
今

後
の

都
市

再
生

整
備

計
画

事
業

の
活

用
予

定
】

・
全

て
の

世
代

が
安

心
安

全
で

快
適

に
暮

ら
せ

る
ま

ち
の

実
現

の
た

め
、

当
該

地
区

を
含

む
区

域
に

お
い

て
、

令
和

6
年

度
か

ら
令

和
1
0
年

度
に

か
け

て
引

き
続

き
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
を

実
施

予
定

で
あ

る
。

【
今

後
、

事
後

評
価

を
予

定
す

る
地

区
】

・
太

田
川

駅
周

辺
及

び
尾

張
横

須
賀

駅
周

辺
に

お
い

て
実

施
し

て
い

る
「
文

化
交

流
地

区
」
に

つ
い

て
、

計
画

期
間

が
令

和
4
年

度
か

ら
令

和
8
年

度
の

た
め

、
令

和
8
年

度
に

事
後

評
価

を
予

定
し

て
い

る
。

住
民

参
加

・
情

報
公

開

住
民

に
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

へ
の

関
心

を
高

め
、

参
加

し
や

す
く
す

る
た

め
に

、
実

際
に

活
動

し
て

い
る

様
子

を
見

て
い

た
だ

く
こ

と
や

活
動

に
つ

い
て

発
信

を
行

う
事

が
重

要
で

あ
る

。

項
目

数
値

目
標

・
成

果
の

達
成

数
値

目
標

と
目

標
・
事

業
と

の
整

合
性

等

計
画

策
定

段
階

に
お

い
て

、
事

業
効

果
が

経
年

で
適

切
に

評
価

で
き

る
指

標
を

設
定

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
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（
５

）
 事

後
評

価
原

案
の

公
表

添
付

様
式

7
　

事
後

評
価

原
案

の
公

表

公
表

方
法

具
体

的
方

法
公

表
期

間
・
公

表
日

意
見

受
付

期
間

意
見

の
受

付
方

法
担

当
部

署

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

掲
載

令
和

6
年

1
月

11
日

（
木

）
～

  
  

  
 令

和
6
年

1
月

25
日

（
木

）
（2

週
間

）

令
和

6
年

1
月

11
日

（
木

）
～

  
  

  
 令

和
6
年

1
月

25
日

（
木

）
（2

週
間

）

広
報

掲
載

・
回

覧
・
個

別
配

布
広

報
に

て
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

及
び

都
市

計
画

課
窓

口
で

の
公

表
に

つ
い

て
周

知
広

報
1
月

1・
15

日
号

―

説
明

会
・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

―
―

―

そ
の

他
都

市
計

画
課

窓
口

に
お

け
る

閲
覧

令
和

6
年

1
月

11
日

（
木

）
～

  
  

  
 令

和
6
年

1
月

25
日

（
木

）
（2

週
間

）

令
和

6
年

1
月

11
日

（
木

）
～

  
  

  
 令

和
6
年

1
月

25
日

（
木

）
（2

週
間

）

住
民

の
意

見
意

見
な

し

担
当

部
署

へ
の

持
参

、
郵

送
、

電
子

メ
ー

ル
都

市
計

画
課

（
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
主

管
課

）
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（
６

）
 評

価
委

員
会

の
審

議

添
付

様
式

８
　

評
価

委
員

会
の

審
議

実
施

時
期

担
当

部
署

委
員

会
の

設
置

根
拠

委
員

会
の

母
体

組
織

学
識

経
験

の
あ

る
委

員

そ
の

他
の

委
員

方
法

書

成
果

の
評

価

実
施

過
程

の
評

価

効
果

発
現

要
因

の
整

理

事
後

評
価

原
案

の
公

表
の

妥
当

性

そ
の

他

事
後

評
価

の
手

続
き

は
妥

当
に

進
め

ら
れ

た
か

、
委

員
会

の
確

認

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

方
策

の
作

成

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

そ
の

他

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

方
策

は
妥

当
か

、
委

員
会

の
確

認

そ
の

他

審
議

事
項

※
１

委
員

会
の

意
見

事
後

評
価

手
続

き
等

に
か

か
る

審
議

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

に
つ

い
て

審
議

東
海

市
都

市
計

画
審

議
会

今
瀬

　
和

弘
（
市

議
会

議
員

）
冨

田
　

博
巳

（
市

議
会

議
員

）
松

木
　

志
保

（
公

募
）

委
員

構
成

谷
口

　
庄

一
（
星

城
大

学
）
委

員
長

久
野

　
光

洋
（
農

業
委

員
会

）
下

村
　

一
夫

（
東

海
商

工
会

議
所

）
令

和
6
年

2
月

2
7
日

都
市

計
画

課
（
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
主

管
課

）
東

海
市

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
評

価
委

員
会

設
置

要
綱
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様
式

（
１

）
-
①

都
市

再
生

整
備

計
画

保
健

ほ
け

ん

医
療

い
り

ょ
う

福
祉

ふ
く

し

拠
点

き
ょ

て
ん

周
辺

し
ゅ

う
へ

ん

地
区

ち
く

愛
知

県
　

東
海

市

（
当

初
）
平

成
３

０
年

３
月

（
第

１
回

変
更

）
令

和
元

年
９

月
（
第

２
回

変
更

）
令

和
２

年
４

月
（
第

３
回

変
更

）
令

和
５

年
３

月
（
第

４
回

変
更

）
令

和
６

年
　

月

事
業

名
確

認
都

市
構

造
再

編
集

中
支

援
事

業
■

都
市

再
生

整
備

計
画

事
業

（社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
）

□

都
市

再
生

整
備

計
画

事
業

（防
災

・安
全

交
付

金
）

□

ま
ち

な
か

ウ
ォ

ー
カ

ブ
ル

推
進

事
業

□

23

※
本

計
画

の
内

容
は

R
6
.
2
.
2
0
時

点
で

国
と

変
更

協
議

中
の

内
容

で
す

。



目
標

及
び

計
画

期
間

様
式

（
１

）
-
②

市
町

村
名

地
区

名
面

積
7
1
.3

h
a

平
成

3
0

年
度

　
～

令
和

5
年

度
平

成
3
0

年
度

　
～

令
和

年
度

目
標

目
標

設
定

の
根

拠
都

市
全

体
の

再
編

方
針

（
都

市
機

能
の

拡
散

防
止

の
た

め
の

公
的

不
動

産
の

活
用

の
考

え
方

を
含

む
、

当
該

都
市

全
体

の
都

市
構

造
の

再
編

を
図

る
た

め
の

方
針

）
　

※
都

市
構

造
再

編
集

中
支

援
事

業
の

場
合

に
記

載
す

る
こ

と
。

そ
れ

以
外

の
場

合
は

本
欄

を
削

除
す

る
こ

と
。

ま
ち

づ
く
り

の
経

緯
及

び
現

況

課
題

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

（
中

長
期

）

　
本

市
は

、
中

部
国

際
空

港
、

新
東

名
高

速
道

路
、

新
名

神
高

速
道

路
な

ど
知

多
半

島
の

玄
関

口
と

し
て

の
み

な
ら

ず
、

中
部

圏
・
全

国
へ

の
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

可
能

性
を

有
す

る
な

ど
、

名
古

屋
圏

・
知

多
半

島
を

代
表

す
る

都
市

と
し

て
着

実
な

歩
み

を
重

ね
て

き
た

。
　

本
地

区
に

お
い

て
は

、
平

成
2
7
年

に
東

海
市

民
病

院
、

知
多

市
民

病
院

を
統

合
す

る
形

で
公

立
西

知
多

総
合

病
院

が
開

設
さ

れ
、

地
域

医
療

の
中

核
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

せ
る

規
模

と
機

能
、

交
通

の
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

名
古

屋
鉄

道
河

和
線

の
高

横
須

賀
駅

と
南

加
木

屋
駅

の
中

間
地

点
で

新
駅

整
備

を
計

画
し

て
お

り
、

保
健

医
療

福
祉

拠
点

と
し

て
利

便
性

の
高

い
市

街
地

の
形

成
が

期
待

で
き

る
地

区
で

あ
る

。
　

本
地

区
に

お
け

る
ま

ち
づ

く
り

の
経

緯
と

現
況

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

・
昭

和
3
0
年

代
に

始
ま

っ
た

臨
海

部
の

埋
め

立
て

に
よ

り
、

主
に

鉄
鋼

関
連

の
大

企
業

の
進

出
が

進
み

、
工

業
都

市
と

し
て

の
発

展
を

遂
げ

て
き

た
。

そ
れ

に
伴

い
、

昭
和

4
0
年

代
に

は
急

激
な

人
口

増
加

を
受

け
入

れ
る

た
め

、
内

陸
部

丘
陵

地
の

宅
地

開
発

が
進

ん
だ

。
・
近

年
は

こ
の

よ
う

な
住

宅
地

や
古

く
か

ら
の

残
る

既
存

市
街

地
で

の
人

口
の

空
洞

化
、

高
齢

化
が

進
ん

で
き

て
い

る
。

・
平

成
2
7
年

に
東

海
市

民
病

院
、

知
多

市
民

病
院

を
統

合
す

る
形

で
公

立
西

知
多

総
合

病
院

が
開

設
さ

れ
た

。
・
平

成
2
9
年

3
月

に
は

東
海

市
立

地
適

正
化

計
画

が
策

定
さ

れ
、

こ
の

地
区

を
含

む
地

域
を

保
健

医
療

福
祉

拠
点

都
市

機
能

誘
導

区
域

と
し

て
位

置
付

け
、

公
立

西
知

多
総

合
病

院
や

整
備

が
予

定
さ

れ
て

い
る

名
古

屋
鉄

道
新

駅
の

利
便

性
を

生
か

し
た

良
好

な
居

住
環

境
を

確
保

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

・
令

和
5
年

度
供

用
開

始
を

目
標

と
し

て
名

古
屋

鉄
道

の
新

駅
整

備
が

進
ん

で
い

る
。

　
本

地
区

を
、

今
後

の
超

高
齢

社
会

に
対

応
し

た
「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

で
あ

る
「
保

健
医

療
福

祉
拠

点
」
と

し
て

再
構

築
す

る
た

め
の

課
題

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
１

　
身

近
に

高
度

な
医

療
が

受
け

ら
れ

通
勤

に
便

利
な

「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
　

　
・
知

多
半

島
医

療
圏

北
西

部
に

お
け

る
中

核
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
た

め
に

、
病

院
の

早
期

完
成

が
必

要
で

あ
る

。
２

　
誰

も
が

住
み

や
す

い
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

充
実

　
　

・
「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
に

よ
り

、
高

齢
者

を
は

じ
め

だ
れ

も
が

住
み

や
す

い
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
（
病

院
等

）
の

維
持

・
充

実
等

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
３

　
市

街
地

に
お

け
る

公
共

交
通

の
機

能
強

化
　

　
・
令

和
5
年

度
の

名
古

屋
鉄

道
新

駅
の

供
用

開
始

に
向

け
て

早
期

に
新

駅
周

辺
の

基
盤

を
整

備
し

、
新

駅
の

供
用

開
始

と
同

時
に

都
市

基
盤

の
整

っ
た

環
境

整
備

が
必

要
で

あ
る

。

【
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

】
「
保

健
医

療
福

祉
拠

点
」
と

し
て

商
業

、
生

活
サ

ー
ビ

ス
等

の
生

活
利

便
施

設
を

誘
導

す
る

と
と

も
に

、
公

共
交

通
等

の
機

能
強

化
を

図
る

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
通

勤
に

便
利

で
住

み
や

す
い

「
医

職
住

」
が

整
っ

た
新

市
街

地
の

形
成

及
び

,想
定

さ
れ

る
広

範
囲

か
ら

の
多

様
な

世
代

の
利

用
に

対
応

す
る

た
め

の
ア

ク
セ

ス
利

便
性

を
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
新

駅
の

設
置

を
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。
【
立

地
適

正
化

計
画

】
「
保

健
医

療
福

祉
拠

点
都

市
機

能
誘

導
区

域
」
に

設
定

し
て

お
り

、
病

院
や

商
業

施
設

を
誘

導
し

て
く
と

し
て

い
る

。
ま

た
、

誘
導

す
る

施
策

と
し

て
新

駅
の

整
備

を
契

機
と

し
た

ま
ち

づ
く
り

に
取

り
組

む
た

め
、

施
設

立
地

に
ふ

さ
わ

し
い

都
市

基
盤

整
備

の
検

討
を

進
め

る
と

し
て

い
る

。

　
全

て
の

世
代

が
安

心
安

全
で

快
適

に
暮

ら
せ

る
ま

ち
の

実
現

　
　

目
標

①
：
身

近
に

高
度

な
医

療
が

受
け

ら
れ

通
勤

に
便

利
な

「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
　

　
目

標
②

：
誰

も
が

住
み

や
す

い
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

充
実

　
　

目
標

③
：
市

街
地

に
お

け
る

公
共

交
通

の
機

能
強

化

　
本

市
は

、
臨

海
部

に
は

工
業

地
帯

、
臨

海
部

と
内

陸
部

と
の

境
に

は
緩

衝
緑

地
帯

及
び

耕
作

地
帯

、
中

央
部

に
は

既
成

市
街

地
、

東
部

丘
陵

地
に

は
住

宅
地

が
点

在
す

る
緑

地
帯

と
い

う
よ

う
に

、
南

北
の

帯
状

に
土

地
利

用
が

構
成

さ
れ

て
い

る
。

　
本

市
の

北
部

で
は

（
都

）
伊

勢
湾

岸
道

路
が

東
西

に
横

断
し

、
東

名
阪

自
動

車
道

や
東

海
環

状
自

動
車

道
、

新
東

名
高

速
道

路
に

つ
な

が
っ

て
い

る
ほ

か
、

（
都

）
伊

勢
湾

岸
道

路
の

東
海

J
C

T
か

ら
北

に
向

か
っ

て
名

古
屋

都
心

部
を

結
ぶ

（
都

）
高

速
3
号

線
、

南
に

向
か

っ
て

は
中

部
国

際
空

港
に

至
る

（
都

）
西

知
多

道
路

に
つ

な
が

っ
て

お
り

、
ま

た
、

名
古

屋
駅

と
中

部
国

際
空

港
や

知
多

半
島

南
部

を
結

ぶ
鉄

道
が

市
域

の
南

北
を

貫
い

て
お

り
、

本
市

は
中

部
圏

の
広

域
交

通
の

要
衝

と
な

っ
て

い
る

。
　

近
年

、
自

動
車

専
用

道
路

で
あ

る
（
都

）
西

知
多

道
路

の
整

備
な

ど
の

環
境

変
化

に
伴

い
、

本
市

で
は

今
後

産
業

振
興

を
視

野
に

入
れ

た
土

地
利

用
を

図
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

　
本

市
は

昭
和

3
0
年

代
に

は
じ

ま
っ

た
臨

海
部

の
埋

め
立

て
に

よ
り

、
鉄

鋼
関

連
の

企
業

が
集

ま
る

中
部

圏
最

大
の

鉄
鋼

基
地

の
あ

る
ま

ち
と

し
て

栄
え

て
き

た
。

昭
和

4
0
年

代
に

は
、

急
激

な
人

口
の

増
加

を
受

け
入

れ
る

た
め

、
内

陸
部

丘
陵

地
で

土
地

区
画

整
理

事
業

を
中

心
と

し
た

住
環

境
の

整
備

が
進

め
ら

れ
て

き
た

。
ま

た
本

市
は

名
古

屋
市

に
隣

接
し

て
お

り
、

公
共

交
通

機
関

に
よ

る
ア

ク
セ

ス
及

び
職

住
近

接
型

住
宅

地
と

し
て

の
立

地
条

件
も

良
い

こ
と

か
ら

、
人

口
は

現
在

も
増

加
傾

向
が

続
い

て
い

る
。

　
し

か
し

、
本

市
の

人
口

は
2
0
2
6
年

ご
ろ

を
ピ

ー
ク

に
緩

や
か

に
減

少
す

る
と

予
想

さ
れ

て
お

り
、

今
後

古
く
か

ら
残

る
既

存
市

街
地

な
ど

を
始

め
に

人
口

減
少

や
高

齢
化

が
問

題
と

な
っ

て
く
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
　

そ
こ

で
、

市
民

が
安

心
安

全
で

快
適

に
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
公

共
交

通
結

節
機

能
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
各

鉄
道

駅
の

周
辺

や
地

域
の

中
心

地
、

広
範

囲
か

ら
多

様
な

世
代

の
利

用
が

想
定

さ
れ

る
施

設
の

周
辺

等
、

既
に

都
市

機
能

の
集

積
し

て
い

る
地

域
を

更
に

充
実

さ
せ

、
日

常
的

な
生

活
利

便
施

設
等

が
立

地
す

る
拠

点
を

形
成

す
る

と
と

も
に

、
こ

れ
ら

が
公

共
交

通
や

徒
歩

・
自

転
車

な
ど

の
交

通
手

段
に

よ
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

す
る

こ
と

に
よ

り
、

過
度

に
自

家
用

車
に

頼
ら

な
い

で
歩

い
て

暮
ら

せ
る

環
境

整
備

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
今

後
の

超
高

齢
社

会
の

到
来

を
見

据
え

、
整

備
が

進
む

知
多

半
島

医
療

圏
北

西
部

に
お

け
る

中
核

病
院

で
あ

る
公

立
西

知
多

総
合

病
院

を
核

と
し

た
、

身
近

に
高

度
な

医
療

が
受

け
ら

れ
通

勤
に

便
利

で
住

み
や

す
い

、
「
医

職
住

」
が

整
っ

た
新

市
街

地
を

形
成

す
る

と
と

も
に

、
公

共
交

通
等

の
都

市
交

通
機

能
の

強
化

・
充

実
を

図
り

、
市

民
の

健
康

な
暮

ら
し

を
支

え
る

都
市

づ
く
り

を
目

指
す

。

都
道

府
県

名
愛

知
県

東
海

市
保

健
医

療
福

祉
拠

点
周

辺
地

区

計
画

期
間

交
付

期
間

5
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都
市

構
造

再
編

集
中

支
援

事
業

の
計

画
　

※
都

市
構

造
再

編
集

中
支

援
事

業
の

場
合

に
記

載
す

る
こ

と
。

そ
れ

以
外

の
場

合
は

本
欄

を
削

除
す

る
こ

と
。

都
市

機
能

配
置

の
考

え
方

都
市

再
生

整
備

計
画

の
目

標
を

達
成

す
る

う
え

で
必

要
な

誘
導

施
設

の
考

え
方

都
市

の
再

生
の

た
め

に
必

要
と

な
る

そ
の

他
の

交
付

対
象

事
業

等

目
標

を
定

量
化

す
る

指
標

単
　

位
基

準
年

度
目

標
年

度

歳
H

2
7

R
5

団
体

H
2
9

R
5

人
H

2
8

R
5

地
区

内
人

口
本

市
が

毎
年

4
月

1
日

時
点

の
住

民
基

本
台

帳
よ

り
集

計
し

て
い

る
計

画
区

域
の

人
口

新
病

院
、

新
駅

周
辺

の
都

市
基

盤
整

備
の

効
果

を
、

保
健

医
療

福
祉

拠
点

周
辺

に
お

け
る

居
住

人
口

の
度

合
い

で
評

価
す

る
。

3
,0

3
5
人

3
,1

0
0
人

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
登

録
数

計
画

区
域

を
含

む
町

の
ア

ダ
プ

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
登

録
数

(中
ノ

池
、

高
横

須
賀

町
、

加
木

屋
町

（
市

内
全

域
対

象
分

も
含

む
）
)

新
病

院
、

新
駅

周
辺

の
都

市
基

盤
の

整
備

効
果

を
、

保
健

医
療

福
祉

拠
点

周
辺

に
お

け
る

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

登
録

数
で

評
価

す
る

。
2
5
団

体
3
5
団

体

健
康

寿
命

市
全

体
で

の
健

康
寿

命
新

病
院

、
新

駅
周

辺
の

都
市

基
盤

の
整

備
効

果
を

、
市

全
体

に
お

け
る

健
康

寿
命

で
評

価
す

る
。

男
性

：
7
9
.4

5
歳

女
性

：
8
2
.6

9
歳

男
性

：
7
9
.9

3
歳

女
性

：
8
3
.8

4
歳

　
都

市
再

生
整

備
計

画
の

区
域

は
、

東
海

市
立

地
適

正
化

計
画

の
都

市
機

能
誘

導
区

域
（
保

健
医

療
福

祉
拠

点
）
の

内
、

Ｄ
ＩＤ

区
域

内
や

鉄
道

(1
km

)・
バ

ス
停

等
(5

0
0
m

)か
ら

一
定

距
離

圏
内

、
公

共
用

地
率

1
5
%
以

上
な

ど
、

中
心

拠
点

区
域

の
要

件
を

満
た

す
区

域
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
都

市
再

生
整

備
計

画
区

域
全

体
を

「
中

心
拠

点
区

域
」
と

し
て

設
定

し
、

事
業

が
進

め
ら

れ
て

い
る

民
間

施
設

で
あ

る
公

立
西

知
多

総
合

病
院

へ
の

支
援

に
よ

り
整

備
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
名

古
屋

鉄
道

の
新

駅
設

置
と

合
わ

せ
て

駅
前

広
場

や
自

由
通

路
、

新
駅

へ
ア

ク
セ

ス
す

る
た

め
の

道
路

や
歩

行
者

通
路

等
、

周
辺

の
基

盤
整

備
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

「
医

職
住

」
の

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
に

寄
与

す
る

。

・
唐

畑
７

号
線

始
め

3
路

線
：
新

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
で

あ
る

唐
畑

７
号

線
や

駅
前

広
場

を
整

備
す

る
こ

と
で

ア
ク

セ
ス

性
が

向
上

し
、

「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
を

図
る

。
・
自

由
通

路
等

整
備

：
駅

ア
ク

セ
ス

歩
行

者
通

路
、

自
転

車
駐

車
場

、
情

報
板

を
整

備
す

る
こ

と
で

公
共

交
通

の
機

能
強

化
を

図
る

。
・
歩

行
空

間
整

備
（
駅

ｱ
ｸ
ｾ

ｽ
歩

行
者

通
路

、
景

観
性

舗
装

、
シ

ェ
ル

タ
ー

）
：
駅

ア
ク

セ
ス

歩
行

者
通

路
等

を
整

備
す

る
こ

と
で

公
共

交
通

の
機

能
強

化
を

図
る

。
・
新

病
院

整
備

事
業

：
新

病
院

整
備

事
業

を
行

う
こ

と
で

、
「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
を

図
る

。
・
立

地
適

正
化

計
画

に
位

置
図

け
ら

れ
た

保
健

医
療

福
祉

拠
点

都
市

機
能

誘
導

区
域

の
誘

導
施

設
で

あ
る

商
業

施
設

の
誘

導
を

土
地

区
画

整
理

事
業

に
よ

り
行

う
こ

と
で

、
「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
を

図
る

。

指
　

　
標

定
　

　
義

目
標

と
指

標
及

び
目

標
値

の
関

連
性

従
前

値
目

標
値

　
郊

外
部

に
つ

い
て

は
、

商
業

施
設

や
工

業
・
産

業
・
物

流
施

設
な

ど
、

広
域

的
な

道
路

交
通

の
利

便
性

を
生

か
し

た
都

市
機

能
の

集
積

が
進

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

、
広

域
圏

の
拠

点
機

能
を

担
う

も
の

に
つ

い
て

は
郊

外
部

へ
の

配
置

を
行

う
。

　
本

計
画

の
区

域
内

は
、

公
立

西
知

多
総

合
病

院
の

整
備

を
は

じ
め

と
し

て
、

福
祉

機
能

や
健

康
増

進
交

流
機

能
、

商
業

機
能

等
の

機
能

配
置

を
進

め
、

「
医

職
住

」
の

整
っ

た
都

市
拠

点
の

形
成

を
目

指
す

と
と

も
に

、
新

駅
周

辺
の

基
盤

整
備

を
進

め
、

公
共

交
通

等
の

都
市

交
通

機
能

の
強

化
・
充

実
を

図
る

。
　

東
海

市
立

地
適

正
化

計
画

に
お

け
る

都
市

の
姿

実
現

の
た

め
、

「
子

育
て

世
代

が
住

み
続

け
た

く
な

る
ま

ち
、

全
て

の
世

代
が

安
心

安
全

で
快

適
に

暮
ら

せ
る

ま
ち

、
コ

ン
パ

ク
ト

＋
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

ま
ち

づ
く
り

」
を

実
践

す
る

。
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整
備

方
針

等
様

式
（
１

）
-
③

計
画

区
域

の
整

備
方

針

そ
の

他
【
ま

ち
づ

く
り

の
住

民
参

加
】

・
現

在
、

地
区

内
に

は
加

木
屋

中
部

土
地

区
画

整
理

事
業

の
準

備
組

合
が

組
織

さ
れ

て
お

り
、

本
地

区
の

ま
ち

づ
く
り

の
方

向
性

に
つ

い
て

、
市

と
協

働
で

準
備

を
進

め
て

い
る

。

【
官

民
連

携
事

業
】

※
都

市
再

生
整

備
計

画
区

域
内

で
、

道
路

占
有

特
例

、
河

川
敷

地
占

有
、

歩
行

者
経

路
協

定
、

都
市

利
便

増
進

協
定

を
活

用
す

る
場

合
に

は
記

載
す

る
。

方
針

に
合

致
す

る
主

要
な

事
業

●
身

近
に

高
度

な
医

療
が

受
け

ら
れ

通
勤

に
便

利
な

「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
・
新

病
院

や
歩

行
者

通
路

等
の

整
備

に
よ

り
、

身
近

に
便

利
に

医
療

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成
を

図
る

。
・
東

海
市

立
地

適
正

化
計

画
に

お
け

る
居

住
誘

導
区

域
の

誘
導

施
策

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

「
公

共
交

通
の

利
便

性
向

上
」
を

実
践

す
る

。

【
基

幹
事

業
】

道
路

（
唐

畑
７

号
線

始
め

3
路

線
、

養
父

森
岡

線
（
限

度
額

立
体

）
）

地
域

生
活

基
盤

施
設

（
自

由
通

路
等

整
備

、
調

整
池

整
備

、
自

転
車

駐
車

場
、

情
報

板
）

高
質

空
間

形
成

施
設

（
歩

行
空

間
整

備
（
駅

ｱ
ｸ
ｾ

ｽ
歩

行
者

通
路

等
）
、

景
観

性
舗

装
、

シ
ェ

ル
タ

ー
）

誘
導

施
設

（
新

病
院

整
備

事
業

）
土

地
区

画
整

理
事

業
(東

海
加

木
屋

中
部

土
地

区
画

整
理

事
業

)
【
提

案
事

業
】

ま
ち

づ
く
り

評
価

分
析

事
業

【
関

連
事

業
】

鉄
道

施
設

整
備

（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）
鉄

道
施

設
整

備
（
シ

ス
テ

ム
改

修
等

）
公

共
通

路
整

備
（
自

由
通

路
）

養
父

森
岡

線
整

備
事

業
（
限

度
額

立
体

）
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

事
業

効
果

分
析

●
誰

も
が

住
み

や
す

い
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

充
実

・
新

病
院

の
整

備
に

よ
り

、
様

々
な

世
代

の
住

民
が

利
用

可
能

な
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

充
実

を
図

る
。

・
東

海
市

立
地

適
正

化
計

画
に

お
け

る
居

住
誘

導
区

域
の

誘
導

施
策

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

「
子

育
て

世
代

の
誘

導
・
定

住
化

」
を

実
践

す
る

。

【
基

幹
事

業
】

地
域

生
活

基
盤

施
設

（
自

由
通

路
等

整
備

、
調

整
池

整
備

、
情

報
板

）
高

質
空

間
形

成
施

設
（
歩

行
空

間
整

備
（
駅

ｱ
ｸ
ｾ

ｽ
歩

行
者

通
路

　
等

）
）

誘
導

施
設

（
新

病
院

整
備

事
業

）
土

地
区

画
整

理
事

業
(東

海
加

木
屋

中
部

土
地

区
画

整
理

事
業

)
【
提

案
事

業
】

ま
ち

づ
く
り

評
価

分
析

事
業

【
関

連
事

業
】

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
事

業
効

果
分

析

●
市

街
地

に
お

け
る

公
共

交
通

の
機

能
強

化
・
駅

前
広

場
や

駅
ア

ク
セ

ス
歩

行
者

通
路

、
自

由
通

路
の

整
備

に
よ

り
、

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

や
利

便
性

を
高

め
る

な
ど

、
既

存
市

街
地

の
公

共
交

通
機

能
の

強
化

を
図

る
。

・
東

海
市

立
地

適
正

化
計

画
に

お
け

る
保

健
医

療
福

祉
拠

点
周

辺
地

区
の

誘
導

施
策

に
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

「
新

駅
整

備
を

契
機

と
し

た
ま

ち
づ

く
り

」
を

実
践

す
る

。

【
基

幹
事

業
】

道
路

（
唐

畑
７

号
線

始
め

3
路

線
、

養
父

森
岡

線
（
限

度
額

立
体

）
）

地
域

生
活

基
盤

施
設

（
自

由
通

路
等

整
備

、
自

転
車

駐
車

場
、

情
報

板
）

高
質

空
間

形
成

施
設

（
歩

行
空

間
整

備
（
駅

ｱ
ｸ
ｾ

ｽ
歩

行
者

通
路

等
）
、

景
観

性
舗

装
、

シ
ェ

ル
タ

ー
）

【
提

案
事

業
】

ま
ち

づ
く
り

評
価

分
析

事
業

【
関

連
事

業
】

鉄
道

施
設

整
備

（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）
鉄

道
施

設
整

備
（
シ

ス
テ

ム
改

修
等

）
公

共
通

路
整

備
（
自

由
通

路
）

養
父

森
岡

線
整

備
事

業
（
限

度
額

立
体

）
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

事
業

効
果

分
析
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目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
交

付
対

象
事

業
等

に
関

す
る

事
項

（
都

市
構

造
再

編
集

中
支

援
事

業
）

様
式

（
１

）
-
④

-
１

（
金

額
の

単
位

は
百

万
円

）
基

幹
事

業
（
参

考
）
全

体
交

付
期

間
内

交
付

対
象

費
用

便
益

比
開

始
年

度
終

了
年

度
開

始
年

度
終

了
年

度
事

業
費

事
業

費
う

ち
官

負
担

分
う

ち
民

負
担

分
事

業
費

Ｂ
／

Ｃ

道
路

東
海

市
直

L
=2

28
m

、
2
箇

所
H

2
9

R
6

H
3
0

R
5

1
,0

27
.2

83
5
.1

83
5
.1

2
.3

3

道
路

限
度

額
立

体
養

父
森

岡
線

東
海

市
直

L
=2

50
m

H
2
8

R
6

R
2

R
5

8
,4

25
.6

6
,6

66
.4

6
,6

66
.4

1
.2

5

公
園

古
都

保
存

・
緑

地
保

全
等

事
業

河
川

下
水

道

駐
車

場
有

効
利

用
シ

ス
テ

ム

地
域

生
活

基
盤

施
設

(人
工

地
盤

等
）

東
海

市
直

L
=5

0
m

R
3

R
5

R
3

R
5

1
,7

55
.4

1
,7

55
.4

1
,7

55
.4

2
.3

3

地
域

生
活

基
盤

施
設

(地
域

防
災

施
設

）
東

海
市

直
約

4
,0

00
㎡

R
2

R
4

R
2

R
4

42
0
.9

42
0
.9

42
0
.9

地
域

生
活

基
盤

施
設

(自
転

車
駐

車
場

）
駅

北
口

東
海

市
直

約
19

0
㎡

R
5

R
5

R
5

R
5

18
.0

18
.0

18
.0

2
.3

3

地
域

生
活

基
盤

施
設

(情
報

板
）

駅
北

口
東

海
市

直
3
基

R
5

R
5

R
5

R
5

5
.0

5
.0

5
.0

2
.3

3

高
質

空
間

形
成

施
設

（
緑

化
施

設
等

）
東

海
市

・
西

知
多

医
療

厚
生

組
合

直
・
間

L
=2

20
m

H
2
9

R
6

H
3
0

R
5

1,
20

5
.4

95
4
.6

81
8
.7

2
.3

3

高
質

空
間

形
成

施
設

（
舗

装
）

駅
北

口
東

海
市

直
約

25
3
㎡

R
5

R
5

R
5

R
5

8
.0

8
.0

8
.0

2
.3

3

高
質

空
間

形
成

施
設

（
シ

ェ
ル

タ
ー

）
駅

北
口

東
海

市
直

約
17

0
㎡

R
5

R
5

R
5

R
5

10
5
.0

10
5
.0

10
5
.0

2
.3

3

高
次

都
市

施
設

地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

観
光

交
流

セ
ン

タ
ー

ま
ち

お
こ

し
セ

ン
タ

ー

子
育

て
世

代
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー

複
合

交
通

セ
ン

タ
ー

誘
導

施
設

医
療

施
設

西
知

多
医

療
厚

生
組

合
間

4
.2

h
a

H
2
9

H
3
0

H
3
0

H
3
0

1
,1

43
.3

94
.0

94
.0

2
.3

3

社
会

福
祉

施
設

教
育

文
化

施
設

子
育

て
支

援
施

設

既
存

建
造

物
活

用
事

業

土
地

区
画

整
理

事
業

東
海

市
直

約
11

.0
h
a

R
2

R
1
1

R
5

R
5

2
,3

1
0

65
0
.0

65
0
.0

-

市
街

地
再

開
発

事
業

住
宅

街
区

整
備

事
業

バ
リ

ア
フ

リ
ー

環
境

整
備

事
業

優
良

建
築

物
等

整
備

事
業

街
な

み
環

境
整

備
事

業

住
宅

地
区

改
良

事
業

等

都
心

共
同

住
宅

供
給

事
業

公
営

住
宅

等
整

備

都
市

再
生

住
宅

等
整

備

防
災

街
区

整
備

事
業

合
計

16
,4

23
.8

11
,5

12
.4

0
.0

0
.0

11
,3

76
.5

2
.2

…
A

提
案

事
業

（
参

考
）
全

体
交

付
期

間
内

交
付

対
象

開
始

年
度

終
了

年
度

開
始

年
度

終
了

年
度

事
業

費
事

業
費

う
ち

官
負

担
分

う
ち

民
負

担
分

事
業

費

東
海

市
直

R
3

R
5

R
3

R
5

4
.8

4
.8

4
.8

合
計

4
.8

4
.8

0
.0

0
.0

4
.8

…
B

合
計

(A
+
B

)
11

,3
81

.3
（
参

考
）
都

市
構

造
再

編
集

中
支

援
事

業
関

連
事

業

直
轄

補
助

地
方

単
独

民
間

単
独

開
始

年
度

終
了

年
度

合
計

0

（
参

考
）
関

連
事

業

直
轄

補
助

地
方

単
独

民
間

単
独

開
始

年
度

終
了

年
度

東
海

市
国

土
交

通
省

─
〇

H
2
9

R
6

2
,9

17
.9

東
海

市
国

土
交

通
省

─
〇

R
3

R
6

1
,8

27
.0

東
海

市
国

土
交

通
省

L
=1

.2
ｋ

m
〇

H
2
8

R
6

3
,5

34
.5

東
海

市
国

土
交

通
省

L
=3

00
m

〇
R

2
R

6
1
,8

84
.9

東
海

市
国

土
交

通
省

─
〇

R
3

R
5

14
.5

合
計

10
,1

7
9

（
い

ず
れ

か
に

○
）

事
業

期
間

全
体

事
業

費

（
い

ず
れ

か
に

○
）

事
業

期
間

全
体

事
業

費

事
業

事
業

箇
所

名
事

業
主

体
所

管
省

庁
名

規
模

鉄
道

施
設

整
備

（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）
名

鉄
河

和
線

　
高

横
須

賀
-
南

加
木

屋
間

公
共

通
路

整
備

（
自

由
通

路
）

名
鉄

河
和

線
　

高
横

須
賀

-
南

加
木

屋
間

鉄
道

施
設

整
備

（
シ

ス
テ

ム
改

修
 等

）
名

鉄
河

和
線

　
高

横
須

賀
-
南

加
木

屋
間

養
父

森
岡

線
整

備
事

業
（
限

度
額

立
体

）
養

父
森

岡
線

事
業

活
用

調
査

ま
ち

づ
く

り
評

価
分

析
事

業

ま
ち

づ
く

り
活

動
推

進
事

業

事
業

事
業

箇
所

名
事

業
主

体
所

管
省

庁
名

規
模

（
参

考
）
事

業
期

間
事

業
事

業
箇

所
名

事
業

主
体

直
／

間
交

付
期

間
内

事
業

期
間

細
項

目
規

模

地
域

創
造

支
援

事
業

調
整

池
整

備

歩
行

空
間

整
備

（
駅

ｱ
ｸ
ｾ

ｽ
歩

行
者

通
路

 等
）

新
病

院
整

備
事

業

5
,6

70
.0

国
費

率
0
.4

9
8

交
付

期
間

内
事

業
期

間

唐
畑

7
号

線
始

め
3
路

線

事
業

箇
所

名
直

／
間

交
付

対
象

事
業

費
11

,3
81

.3
交

付
限

度
額

細
項

目
事

業
事

業
主

体

自
由

通
路

等
整

備

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
事

業
効

果
分

析
─

規
模

（
参

考
）
事

業
期

間

住
宅

市
街

地
総

合
整

備
事

業

東
海

加
木

屋
中

部
土

地
区

画
整

理
事

業

統
合

し
た

B／
Cを

記
入

し
て

く
だ

さ
い
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都
市

再
生

整
備

計
画

の
区

域
様

式
（
１

）
-
⑥

　
保

健
医

療
福

祉
拠

点
周

辺
地

区
（
愛

知
県

東
海

市
）

面
積

7
1.

3
h
a

区
域

加
木

屋
町

木
之

下
・
畑

尻
・
辻

ケ
花

・
鈴

井
田

・
郷

中
・
西

御
門

・
唐

畑
・
与

平
山

・
北

人
鎌

・
人

鎌
・
北

猫
狭

間
・
猫

狭
間

・
一

本
木

及
び

中
ノ

池
一

丁
目

・
二

丁
目

・
三

丁
目

・
四

丁
目

計
画

区
域

国
　

　
道

県
　

　
道

鉄
　

　
道

凡
　

　
　

　
例

1
/
2
5,

0
00

国
道

24
7号

保
健

医
療

福
祉

拠
点

周
辺

地
区

:  
都

市
再

生
整

備
計

画
の

区
域

:  
都

市
機

能
誘

導
区

域

:
居

住
誘

導
区

域

:
ま

ち
な

か
ウ

ォ
ー

カ
ブ

ル
区

域
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健
康

寿
命

（
　

歳
　

）
男

性
：
7
9
.4

5

女
性

：
8
2
.6

9
（
H

2
7
年

度
）

→
男

性
：7

9
.9

3

女
性

：8
3
.8

4
（
R

5
年

度
）

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

（
　

団
体

　
）

25
団

体
（
H

2
7
年

度
）

→
3
5
団

体
（
R

5
年

度
）

地
区

内
人

口
（　

人
　

）
3
,0

3
5
人

（
H

2
7
年

度
）

→
3
,1

0
0人

（
R

5
年

度
）

　
保

健
医

療
福

祉
拠

点
周

辺
地

区
（
愛

知
県

東
海

市
）
　

整
備

方
針

概
要

図
（
都

市
構

造
再

編
集

中
支

援
事

業
）

目
標

全
て

の
世

代
が

安
心

安
全

で
快

適
に

暮
ら

せ
る

ま
ち

の
実

現

　
〇

身
近

に
高

度
な

医
療

が
受

け
ら

れ
通

勤
に

便
利

な
「
医

職
住

」
が

整
っ

た
市

街
地

の
形

成

　
〇

誰
も

が
住

み
や

す
い

生
活

サ
ー

ビ
ス

施
設

の
充

実

　
〇

市
街

地
に

お
け

る
公

共
交

通
の

機
能

強
化

代
表

的
な

指
標

基
幹

事
業

提
案

事
業

関
連

事
業

凡
例

様
式

（
１

）
-⑦

-１

○
関

連
事

業
・
鉄

道
施

設
整

備
（
駅

舎
、

ホ
ー

ム
等

）
・
鉄

道
施

設
整

備
（
シ

ス
テ

ム
改

修
等

）
・
公

共
通

路
整

備
（
自

由
通

路
）

■
基

幹
事

業
：
道

路
（
限

度
額

立
体

）
養

父
森

岡
線

□
提

案
事

業
：
事

業
活

用
調

査
ま

ち
づ

く
り

評
価

分
析

事
業

■
基

幹
事

業
：
地

域
生

活
基

盤
施

設
自

由
通

路
等

整
備

■
基

幹
事

業
：
地

域
生

活
基

盤
施

設
調

整
池

整
備

:  
都

市
再

生
整

備
計

画
の

区
域

:  
都

市
機

能
誘

導
区

域

:
居

住
誘

導
区

域

■
基

幹
事

業
：
高

質
空

間
形

成
施

設
歩

行
空

間
整

備
（
駅

ｱ
ｸ
ｾ

ｽ
歩

行
者

通
路

等
）

■
基

幹
事

業
：
誘

導
施

設
新

病
院

整
備

事
業

○
関

連
事

業
養

父
森

岡
線

整
備

事
業

（
限

度
額

立
体

）

○
関

連
事

業
・
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

事
業

効
果

分
析

■
基

幹
事

業
：
高

質
空

間
形

成
施

設
北

口
整

備
（
舗

装
、

シ
ェ

ル
タ

ー
）

■
基

幹
事

業
：
地

域
生

活
基

盤
施

設
情

報
板

■
基

幹
事

業
：
地

域
生

活
基

盤
施

設
自

転
車

駐
車

場

■
基

幹
事

業
：
道

路
唐

畑
７

号
線

始
め

３
路

線

■
基

幹
事

業
：
土

地
区

画
整

理
事

業
東

海
加

木
屋

中
部

土
地

区
画

整
理

事
業
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